


心 の 糧

十二 使徒 評議 員

デ ル バ ー ト ：Ｌ．ス テ イ プ リー

エスは全人類に対する限 りない知恵と配慮をもって，示現をお開きになり，

イ
われわれが住むために備え られている天の家をかいま見せて下さった。われ

われは各々，永遠の家庭すなわち永遠の生活をする天の家を，現在無意識のうちに

も刻々と築いているのである。

忠実な人たちにのみ約束されている，最高の栄えに到達するためには，われわれ

は奮ってあらゆる努力をする必要があり，神の教えをうけずにこの栄光の状態にど

うしても達することはできない。

真に霊的な人 とは，祈 り，謙遜，無私の奉仕，親切，高徳 貞潔，神の御意 と律

法に対する従順，偽 らない愛，気高い心，神聖なものに対する敬意などのあらゆる

特質の中に，喜びと幸せと真の目的を見いだす人である。神がこれらの特質をこの

地上で肉体において得 させ育 くんでくださるのである。

われわれは短い死すべき生涯の間に必ず しもそれ ら全ての特質を身につけること

はできないが，それらを履み行 うことにより，永遠の生活を営むことのできる建物

を賢明に築 き上 げるのである。
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教 会 歴 史

７月２４日

開拓者記念 日

１８４７年ブリガムヤンク大管長

と他の聖徒たちソル トレーク

に到着す

今 月 の 表 紙

この 美 しい 写 真 は ， ドイ ツの ウル ム

に 住 む コ ン ラ ッ ド ・バ ー ル に よ り撮

影 され た もの で あ る



〈予言者のことば〉

／

一
　
言
口 抄

大管 長 デ ビ ッ ド．０・ マ ッ ケ イ

嚥

も

最大の成功 と心の満足を得たいなら，イエス ・キリス トの福音を毎日実践せよ。

選んだ職業がなんであろうとも，より優れた人 となるよう，最善をつ くせ。、

人は信ずることを常に心に思い，その思いに従って生きるものである。

人は理想を越えたものになることはない。理想に達 しないことはあっても，越えることは決

してない。

この世の有益なもの，楽 しみ，喜び，幸せを得るには 「まず神の国を求めよ」 というキリス

トの勧めに従わねばならぬ。 蒐

自らをクリスチャンと呼ぶ人々が，世の王と言 うお方の指導のもとに進んで加わり，その徳

高き霊的な教えを理論ではな く事実として受け入れ，利己主義を他人への親切と思いや りに代

え，また積極的に真の自由の原則を守 る時こそ，・誤謬が取 り去 られる望みが生 じ，義が人類の

心を占め，正直な人間関係が日常の社会習慣 となるであろう。それはこの世が神の王国となる
’ ｉ㌧

時である。

た しかに自己保存は自然の第一原則であるが，霊的成長の原則ではない。利己主義と己の情

欲に身を委ねる人は，霊を奴隷の状態にお く人である。霊の力を敬い高め，個人のわがままや

安楽を越えて崇高な目的につかえんとする精神と理想を持つ人は．幸せで有益な人生の第一歩

を踏み出す。

今 こそ；人々がいかにして世界を住みよい所にするかを，互いに語 り，賢明に決めるべき時

である。

、 １３５
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世界が最 も必要とするのは，ナザレのイエスの福音を信ずる生 き生 きとした信仰であ り，真
．面目な信仰をも

つ者が，真理を宣言 しなくてはならぬのは，それを拒む者が多いからである。

人は無私の原則にさらに献身する必要ふある。人が己のためにのみ生きている眼 り，世に平

和や自由は決して訪れるはずがない。
♂

真の生命と永遠の生命は，キリス トとその律塗に従 うによりて来る。

イエス ・キリス トの福音の真理が終 りに必ず勝利を得ることを信ずることなしに，われわれ

が神の子であり，畠神が生きてまします ごどを真に信ずることはできぬ。

バプテスマの水際，聖餐式，「神の家」１にてなした誓約圏の下に，謙遜の原則に従って生 き る

なら，立派に使命を果 して，あなたがたは神によ り報いられる。

教会の使命は，回復 された福音の真理を広め，人々が良 き相互の交わりを もつよう社会を啓

蒙 し，健全な環境をつ くることにある。そこで子供たちを誘惑に打ち勝たせ，文化的，霊的発

達をうながす。 ’

回復 された福音は， この世 と来たるべき世において，いかにして人間が幸福になれるかを教

孝る理性的哲学である。
曜

神は責任 と召しを忠実に果すようわれわれを助けた もう。とりわけ天与の宝であるシオンの

子 らの父母 としてあ責任に対 して助けたもう。

悪の力に屈 して人格は決 し塙 ま御 ・人格は悪卿 ・立向う・とによりもたらされる。

自然の律法は適者生存，神あ律法は 「他人の進歩，幸福のため，己が財産と能力を用いよ」

で あ る 。 駄 、

回復された教会の会敗 とつて；結婚は禰 ・より定められた儀式であり，天父嫉 知に導か

れる時には，人類の進歩に貢献する最良め方法 となる。結婚は軽々しく行い，随意に止めてし

まうべきも９ではなく澗 欝 生ず るとす．ぐにも解消 して しまうよう輪 合でもない。

家庭を清い・価値あるもρとし七ゆく能力は・末日聖徒イエス ・キリス ト教会にある・

．神 こそわれわれ と世のあらゆる人々の生活の中心 となるべきお方である
。

人格の形成は外的環境のみによるのではない。人生の諸徳は内から湧 きいずるものである。

セ

絶えず正 しい囎 と騨 を抱いているζ・おのずと正 しい行いが生まれる・

どんなにハンサ ムな若者やどんなに美わしい乙女でも，気むずかしい，不機嫌な思いや，心

の不満をつの らせると，美 しさを台無 しにしてしまうものだ。

¶
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サン ・ブラス ・インデ ィアンと彼 らへの伝道の歴史を書 く

なら大変長 くなるで しょう。パナマ運河地帯のアメリカ合衆

国陸軍基地で私たちは初めてサン ・ブラスの人々，すなわち

クナと呼ばれる人々と会いました。インディアンたちは基地

の炊事夫や雑役夫としてやとわれていました。 この基地の中

で私たち宣教師はハダを通じて無意識の中に教会に興味を抱

いていることが感 じられるようなたくさんの１５才位かそれ以

上 と思われる青年たちを発見しました。その中の多 くの青年

たちに福音が述べ伝えられ彼 らはバプテスマを受けました。

彼 らはまた家族にも福音が教えられるように望みました。そ

れで彼 らの両親のことをたずねるとインディアンの青年たち

はサン ・ブラス諸島のことを話 してくれました。説明による

とコロンとパナマ ・コロンビア国境の中間に約６０程の小さな

珊瑚礁の島々があり，そこに３万 ぐらいの純血のインディア

ンの集団が生活 しているとのことです。この話を聞いて長老

たちはだんだんとクナの人々に興味を感 じその諸島を訪れて

みることに しました。島を訪れた時，島の人々は大変私たち

レ ー マ ン 人 の 時

リ ン ・Ｍ ． ラ ウ ン デ ィー

に好意的で謙遜に福音を受け入れようとしていることを知 り

ました。島の人々の好意的な態度に自信のわいた宣教師たち

は定期的にこの島を訪れるようになり，パナマ本土にある彼

らの農場で共に働 き，部落の男たちに，夜開かれた非公式な

指導者の集 まりにおいて，福音を教えました。インディアン

会員の通訳によって長老たちはモルモン経物語を教えました

が，彼 らインディアンの間で昔より信 じ伝えられている神よ

り直接遣わされたと言 う偉大な予言者の話に大変似ている所

があることを知 りました。この予言者の名はイベオルガンと

して知 られ，彼はインディアンに隣人愛，幸福，豆類の植え

方，薬の作 り方などを教え，また彼自身人々の病をいやす力

を持っていたのでした。彼はインディアンと一緒に長 くは生

活 しまぜんでしたが，彼は別れをつげる時いつでも・ｆンディ

アンが彼のことを思い出すことができるように一つの目印を

残 して行きました。その目印は十字架であ りま した。今 日多

くの年老いたインディアンたちは予言者イベオルガンがイエ

ス ・キ リス トであつたという説を否認 していますが，私たち

がアーノル ド・フリーバーグ画伯により描かれた 「イエス・キ

リス トのアメリカ大陸訪問」の絵を見せると彼 らは最初にき

ユダヤ鼻のレーマン人の婦人，イヤリングは１組５４，０００円鼻輪はク

ナの伝統的な服装の一部である。
も

まって「イベ オル ガンだ」と叫ぶ のです。長老 たちは継続 して

この島を訪 れ彼 らに福音 を教 え，いつか きっとこの島に も専

任 の宣教師 たちが遣 わされ る日が くるであ ろうと約束 しま し

た。約束 の 日が くるまでか な り長い時間がか ～りま したが，

つ いにパナマ政府は サン ・ブ ラスの人 々へ伝道 を許可す るこ

とにな りま した。１９６５年の ９月に完全にパ ナマの レーマ ン人

た ちへ福音が述べ伝え られ る道が開かれたのです。 この ９月

に中南米伝道本部の新 しい部長にテデ ィー ・ブ リワー トン兄

弟が任命 され，サ ン ・ブラス諸島を特別 に訪 問 し，伝道 のた

めに この島 々に宣教師た ちを置 くことができるよ うに許可を

求 めま した。最 初の長老 た ちの住 む場所 と してこの諸島 で一

番大 きい ウスツプ島が選 ばれ，ブ リワー トン伝道部長は この

講
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島の村議会 で私 たちの教会 の教義 と目的について説 明 し， 島

の人 々か ら拍手喝釆 を受 けま した。 この時 にカシクとい うこ

の諸 島の三人 の大酋長 の一人が立 ち，正式 にサ ン ・ブラスへ

教 会を歓迎 す る態度 を明 らか に しま。１０した月 の初 めに ロイ

ド・ベー カー， レス リー ・ウェブ， デビ ッ ド・スーメンズ，

そ して ステ ィー ヴ ・ヘールの四人 の宣教師 たちは本格的 にウ

ス ップ島での伝道 を開始 しま した。 そ して い くらもす ぎない

内 にこの島での伝道 の成果 によ り他 の島々に も同 じように伝

す ることが できることにな りま した。 １１月 にブ リワー トン伝

道部長はス テ ィーブ ・ヘール及 び リン ・ラウンデ ィー両長老

を １月 にカル テ ィツピール島に送 り伝道 を開始 する ことを発

表 しま した。 この島が他 の島々に さきがけて選 ばれ た理 由は

この島 の人 々の強い要望が あったか らであ ります。私 が最初

にカル テ ィ島を訪れたのは１９６５年 の ６月 の ことで したが，島

に着 くや否やい きな り島の酋長サ ヒラに 「遅 いそ」 とどな ら

れま した。 そ してす ぐに島のはずれ の方 に連れ てい か れ ，

「こ ＼にわれわれ はあなたの住む家 を作 るのです」と言 われ ま

した。 カル テ ィ島 の人 々はいつ も親切に して くれま した。 そ

して私 の同僚 のステ ィーブ ・ヘ ール長老 と私 が１９６６年 の １月

６日にこの島に到着 して住み着いた時 には，彼 らは本 当に喜

んで くれま した。最初 の ６週間位は 「チ ョーザ」 と呼ばれて

いるわ らぶき小屋 で元 パナマ共和 国の集会 に使 われていた所

に住 んでいま したが，少 したって コンク リー ト造 りの二階貸

室に移 りそこを住居兼集会所に使いましだ。 カルティツピー

ル島の人々は教会が開かれるのを長い間待ち望んでいたので

私たちが着 くや否や時間をおしむようにして一生懸命福音に

耳をかたむけま した。初めての聖餐会には６人の出席者があ

りました。次の週には８２人，集会出席率は７５％でした。また

Ｍ ＩＡは１００％の出席率を示 しました。私たち宣教師はいま

だかつて一度もこちらから外に伝道にいったことはなく，逆

に人々が私 たちの所へやって来ました。礼拝堂は常に青年た

ちで一ぱいでした。そして彼 らは 「いったい，いつ私たちは

バプテスマを受けられるのですか ？」 とたずねま した。

実際にすべての人々が教会のことに関心を抱いており，私

たちはす ぐに伝道と聖霊の証詞によるみの りを見ることがで

きるようになりました。１９６６年の ２月 ４日に１２人の青年のバ

プテスマが教会で行われました。それはパナマ共和国で行わ

れた最初の 「浸礼」で した。教会の教えはこれらの青年たち

の生活や性格を変え彼 らは自然に自分たちの家族に宣教師と

しての役割 りをはたしてい くようにな り家族の者たちは間も

なく私たち宣教師を招 くようにな りま した。紹介のレッスン

が終わり私たちは 「こんどいつがよろしいですか」 と聞いた

ところ，その家の女の人は 「あなた方の御言葉には本当に興

味を感 じております，もっと教会のことについて学びたいの

ですが， もし御都合がよろしければ今夜にでもお待ちしてお

りますのでぜひまた来ていた皮けないものでしょうか？」と

麟謹罐灘灘
」 ・． 窪

ササーディ・ムラップ島の人々が ３９０円５日以内で建てた礼拝堂は宣教師の住いつきで収容人員 ２００名であった。

「」曝 」 々 「「㈱ ・内 ’

、 差 霊
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言いました。 この言葉からもいかに島の人々が福音に関心を

持っているかがわかることと思います。またわずか ２月と３

月の間に５１入にも及ぶ人々がバプテスマを受けたのでありま

す。またクナの人 々に伝わるたくさんの伝説の中には末日聖

徒の信仰 と共通するものがありました 。インディアンに義の

教えを伝えた彼 らの偉大な予言者たちの話を聞きました。イ

ンデ ィアンたちは良い霊と悪い霊のあることを信 じておりま

したρまた神様は私たち人間と同じような姿，形をされ予言者

たちの言葉を忠実に守って生活 してきたインディアンだけが

再び神の も，とへ帰って共に住むことができると信 じていまし

た。ある日私は同僚と一緒に・ｆンデ ィアンの葬式に圧 る機会

があり，そこで今まで知 らなかった大変めずらしいクナ人の

信仰の一端を知ることができました。幼い子供が死亡 して家

族 は昔か らの習慣に従って川の近 くの埋葬地に行 き， ごはん

と 「チチヤ」とい うコーンスープを弔問に集 って来た友人や

親類に出すために準備 してお りました。朝７時半頃私たちは

埋葬地に着きました。墓をお＼うように してた くさんのわら

ぶきの仮小屋がありましたが私たちはす ぐに死んだ小児の家

族たちの集 っている小屋を見つけることができま した。弔問

客 を迎えるために男たちは小屋の掃除にお、わらわで した。

遺体は布でおおわれハンモックの中に安置されそれを囲むよ

うに女たちが座っておりました。母親はいつまでもいつまで

も家族の者はこの死んだ子のことを思い続けるだろうという

思いを歌に して聞かせておりました。

葬式の最初から私は彼 らの態度に驚きというよ りむ しろシ

ョックをおぼえました。死んだ幼い少女の両親は もちろんの

こと，その家族たちは悲 しみにひたっているというよ りむ し

ろ幸福そうに見受けられました。みんながほ＼えんだ り中に

は声を出して笑っている者 さえおりました。父親は私たちに

にこにこしながら挨拶をし，その顔には少 しの悲 しみさえ伺

うことができませんでした。私たちが以前に出たことのある

葬式 とは全 く異なるものでしたので好奇心か ら私は通訳のル

イシ ト・ス トセルに 「いったい人間の死，特に幼い子供の死に

対 してインディアンはどのように信 じているのか」と尋ねて

みました。彼の答えによると 「・ｆンディアンは子供が死んで

も罪による罰は受けないと信 じています。その理由は幼い子

供には悪いことと良いことを判断できないか らです。そのよ

うな者をどうして罰 しなければならないのでありま し ょ う

か」 これは本当に興味のある信仰で した。それで私たちはよ

うやく死んだ幼い子の家族が喜びに満ちていた理由を理解す

ることができま した。死んだ子供が神様と共 に住むというこ

とを知ってよろこばずにいられる家族がどこにあ りま しょう

か ？ 私は即座にモルモン経の中のニーファイとレーマンの

争いでたくさんの愛す る同胞を失いなが らも喜びを感 じてい

たニーファイのことを思い出しました。なぜならニーファイ

はこれらの戦死者％ちがその正 しい行いによってす ぐ神のも

とへとあげられることを知 っていたからです。また子供たち

には罪に対する責任がなく，．イエス ・キリス トの瞭いによっ

て無条件に救われるというモルモンの教えを思い浮 べ ま し

た。このように古 くからサン ・プラス ・インディアンの中で

信 じられていたモルモンの教えと同じような信仰は私たちの

教えが真実であるという証詞の大いなる助けとなりました。

インディアンの会員たちは本当に信仰深 く，そしてらは知

識にうえてお りました６私たちの通訳をしているルシ ト・ス

トセルはその時１９才で１７才の時に改宗 され，献身的に私たち

の伝道の助けを して くれま した。彼の助けなくして私たちは

とうてい責任をはたす事ができなかったでしょう。彼は謙遜

になって もてるすべての能力と時間とそしてすばらしい証詞

を神様のたあにさ～げて くれました。彼は私たちの第三の同

僚のごとく働いて くれ，ほとんど全てのレッスンをスペイン

語か ら原住民のことばに蘇訳 して くれま した。私は彼ほど主

．を愛 し教会のために何事 もお しまず一生懸命働いてくれる青

年を見たことはありません。彼の行しＶは末 日聖徒の模範であ

り神の王国を築 くために怠けている者にいったいどうしなけ

ればいけないかという証詞をあたえているよケに思います。

彼はインディアンの青年たちがいったん彼らの生活に目的を

見いだした時，いかにすば らしい有能な青年になれるかとい

うほんの一例にすぎません。これに くらべユタの青年には堕

落 した者はいないで しょうか ？ もちろんインデ ィアンの青

年たちにはそのような者は見当りません。インデ ィアンたち

は何百年 もの間福音を失ってお りましたので今再びこ～に受

け入れることのできた福音を手離すことはないで しょう。ま

たインディアンにとって過去は暗い夜で真理を見い出すこと

はできませんでしたが，今こ、に新 しい時代の扉が開かれ完

全な福音が回復され，輝ける約束の時が訪れようとしている

であります。まだ６０以上の島々には宣教師たちが お りま せ

ん。 しかし島々の人々は何かを待っているようで した。彼 ら

自身は何 も望んでいないか も知れません。 しかし確かに言葉

では表わすことのできない何かがあることをはっきりと感 じ

ないではいられません。１９６６年の４月の末頃，アクアップ島

またはロック島と呼ばれる所のサヒラがモルモンのことを聞

いて宣教師たちに会いたがっていることを知りました。一週

間後同僚のダレゴリー ・ロビンソン長老と私はかれらを訪れ

ました。ある日朝早 く私たちはモーターカヌー （エンジン付

カヌー）で島に向いました。私たちが着いた時にサヒラが迎

えに来て 「なぜ島に来たのか」と聞きました。私たちはあな

たが来てほしいといったのを聞いてやって来たと答 え ま し

た。すると彼はそんなことをたのんだ覚えもなくきっと何か

の間違いであると言いました。また事実アメ リカ人やラテン

人にはなんの関心 も持っていないようで した。彼はいわゆる

「文化」によりもたらされた変化を知 っていましたが文明人

とのつきあいには全 く関心がないようで した。彼は 「サヒラ
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川の土手にあるクナの埋葬地，死者は雨をしのぐ小さな小屋のよ

うなものの中に安置される。

ク ナの 若 い婦 人 ， シ ョー トヘ ア ー は 祭 りの後 の よ そお いで あ る。

背 後 は人 口約 ２，７００人 サ ン ・ブ ラス 諸 島 最 大 の ウス ップ 島。

小さな 「チョーザ」の中で家族に福音を教える宣教師，多くの人

々は教えに耳を傾け福音を受け入れた。

１４０

爆

として生れ，サヒラであるかぎりいかなる外部の者にもわれ

われの生活様式を変えるようなことは許さない』 と言いまし

た。私たちはもし彼 らのじゃまになったらその失礼をわびて

もし許されるなら私たちがこの島に来た目的を少 し説明した

いと話 しました。すると彼は少 し考えてか ら私たちがモルモ

ンのことについて話すことを許 してくださいました。約 １７０

名の人々が集会所に集まり，そこで私たちは話を 始 め ま し

た。始めに私たちは昔インディアンがすばらしい生活を して

いた歴史について話 しました。私たちは彼 らの指導者たちが

決 して記録を残 して置 くことをせずそれ らを次か ら次へと長

い年代にわたって語 り伝えてきたことを説明 しました。イン

ディアンが一生懸命これらのことを守 り伝えて来たにもか ＼

わらず，その教えはだんだんと変えて伝えられて い き ま し

た。今日もなおこのことは引き続 き行れていますが，あなた

方の先祖のことに関 しては間違 って今 日のサヒラに伝わって

いることを話 しました。そ してインディアンにモルモン経と

インディアンとの関係について話 しました。インディアンの

古い予言者のこととクナの人々の習慣について話 した と こ

ろ，一人の村の代表者がびっくりしたようにして言 い ま し

た。「この外国の若者は私たちインディアンの歴史に つ いて

私たち自身の母よりよく知っている。彼の言 っていることは

真実に違いない。今日彼が私たちに話をしに来てくれたこと

を感謝 します。」

私たちの話 も終わりに近づいた時，私たちはサヒラにイン

ディアンの歴史を書いてあるモルモン経がほ しいかと尋ねて

みました。彼は 「今，あなたがたがお話 しになったこの本を

いた 皮けることは本当に嬉 しく思います」と言いました。私

たちのレッスンの前にはサヒラは外部の者を全然受け入れた

ことがありませんでしたが，私たちのレッスンが終った時に

は，サヒラは今度いつ島に来て くれるかとたずねました。

私たちが島を離れる前にサヒラは讃美歌を聞かせてもらえ

ないかとたのみ，また彼自ら私たちの歌 の指揮をしました。

二日後にサヒラはカルティツピール島の友人宛に一通の手績

を書きました。それは私たちが次の週，彼を訪れることを決

して忘れないよう，また村では私たちのために住む所を建て

るように決めていると書かれてありました。島の酋長はその

ことを全 く知 りませんでした。 しか しサヒラは私たちを待っ

ておりました。そして主は私たちを彼の家まで導いて下 さい

ま した。私たちの成功により， もっと多 くの島々に宣教師た

ちを送らなければならないということがよくわかりました。

その意味でも私たちの努力によって，もっともっと多くの人

々に福音を伝えなければいけないと感 じました。慎重な計画

と敬慶な祈 りの後，私たちはアイリガンディ島というこの諸

島で２番目に大きい島に伝道を開始することを決めました。

フロイ ド・バーム長老が私の新 しい同僚として到着 したので

２日の断食と祈 りの後，私たちは島の代表者会議に私たちが



教会の支部をつ くる許可を与えて くれるように申請 しま し

た。 この申請はモルモンに対する一人の反対 もなく１００％無

条件で認可 されました。話がまとまり私たちは島に一週間後

に支部を建てるために必要な物資を運ぶことにな りました。

島に来てから７日後にサヒラは突然この島の人々はモルモ

ン教会をもう必要 としていませんと言いました。私たちは誰

かが島の人々の中に私たちの教会の信用を失なわせることや 、

モルモンはうそつきだと言いふらしていることを 知 りま し

た。この策略は図にあた り私たちは完全に否定されて しまい

ました。私たちはいつかきっと島の人々が教会の真の姿を理

解 してくれることを願いつつ深い悲しみの内にこの島を離ｉれ

ました。 この突然の出来事で住む所のあてもなくバーム長老

と私は島を離なければなりませんで したが，す ぐササーディ

・ムラップ島という約 １千人 ぐらいの人口でサン ・ブラス諸

島の南にある大きな島に新 しい場所を見つけることができま

した。

ウス ップ島を本拠地 としてササーディ・ムラツプ島へ調査

のために出かけました。驚ろくことには島の人々はすでに私

たちが来ることをどこからか伝え聞い七おり，宣教師を置き

たいという希望にも大変好意的でありました。島の指導者の

心か らの歓迎を受けてから私たちは支部を開 くために必要な

物をとりに島を離れました。再び島にもどり，す ぐに２人の

インディアンの先生と友だちにな りました。かれ らは私たち

の仮住いとしてかれ らの小屋の半分をあけてくれました。私

たちの物資が到着すると部落の映画館を古い集会所の方へ移

し仮集会所 として利用できるようにしてくれました。島の男

たちはさとうきびとや しの葉を使って私たちの住む所 と礼拝

堂を作 って くれました。完成するまで ５日程か 、り教会はこ

の建築費として負担 したのはたった材料代として ３９０円たら

ずであ りました。会員がまだ一人 もいませんで したけれど，

定例集会は常に村の人々でいっぱいで した。日曜日の集会に

は約 １３０人，コーラスの練習には １５０人そ して Ｍ ＩＡ に は

２００人をこえる人々が集まりました。また初等教会に匹 敵 す

るようなグループの集会 も持ち，６０人の活発な婦人たちは自

分たちで色 々と自発的に働き，彼 らは後の扶助協会の土台と

な りました。

伝道の可能性は驚 く程あり，専任通訳者がいなくても私た

ちはい くつかの家族 とた くさんの家庭のスペイン語のわかる

若い家長たちに福音を教えることができました。教会の将来

性は非常に明るく，その進歩発展には大いなる希望を抱かせ

るものがありました。

私たちの伝道の仕事 もやっと軌道にのりちょうど最高潮に

達 した頃，まったく予期 もしないようなインデ ィアンの習慣

上の問題にぶつかり悲しい結果になってしまいました。何世

紀にもわた りクナの人々の中にはインナまたはチチャ祭と呼

ばれる成人式（成人の日）にあたるような祭 りが行われてきま

灘

クナの人々はよくほほえみを浮べる

難 、

クナの幼女を抱 く筆者 （リン ・ラウンディ長老）

した。チチャというのは トーキビと砂糖キビのジュースによ

っそ作 られ，それを数 日置いて発酵させたもので，祭日の最中

に少女たちは成人としての祝いに飲んで酔いしれるのです。

この飲物が 「智恵の言葉」の誠命にそわないということを知
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「魚の日」にココナ ッツと魚を交換するサン ・ブラスの婦人たち

りながらも私たちはあえて人々にこの習慣をやめるように警

告 しませんでした。少ない人数ではありましたが教会に興味

をいだいている人々に教義を伝えました。この頃，私たちは

強 く主の誠命を村全体に伝えなければならないと感 じま し

た。この聖霊の導きがあって私たちの意見が当然受け入れら

れないということを十分知 りなが らも断食と祈 りをして村の

代表者会議へ行きました。

同僚も私 も現住民の言葉を流暢に話すことはできませんで

したが，私たちは村民の前に立って一時間以上にわたって説

明 しました。この時聖霊の導きがそこに宿っておりましたが

島の指導者たちにはそのかすかな導きをも感 じる こ とが で

きなかったよ うで した。翌日部落より宣教師たちを追放 しよ

うとい う気運が起 り，結局昔からのインディアンの習慣とか

れ らの古い宗教を守ろうとする感情により私たちが智恵の言

葉に対する教えを取 りやあるか， さもなければこの島を出て

行けとい う島の指導者の最後通告を受けるはめになって しま

魑

難

睡

・翻 羅

讐

いました。私たちはこの教会の

根本的教義を否定することがで ・

きないとい うこのたった一つの

理由によって島をはなれなけれ

ばなりませんで した。次の晩，

私たちは村の指導者の集 りによ

ばれ，考えを変える 「最後の機 ・

会」を与えられましたが，それ

をことわったのでサ ヒラは次の

日の昼までに島を立ち去るよ う

に言いました。島の人々に対す

る愛着が日々強 くなり，また特

ササーデイ ・ム ラップ島生まれ

の クナの曾長 サ ヒラ彼 の名 はマ

ニ ビニグデ ィグナで 「ま じない

師」である。

クナの若い女性にバプテスマを施こすグレゴリー ・ロビンソン長老

嚢

に島の多くの人々が必 らず しも指導者の決断に同意 していな

いことを知 るにつれてこの出来事は私たちを悲 しみのどん底

に突き落 し，また私たちは自分たちの手廻 り品を整理 した後，

どうして私たちが島をはなれなければいけないかとたくさん

の村の若者や老人たちが悲 しみ，涙を流して見送 る中を島よ

り離れました。私たちも良心の苛責に深 く心が痛みました。

そして一人の信仰深い婦人が抱いていたかわいい少女の手を

取 って，私たちに別れの握手を求 め て きた時私，たちの目

も悲 しみの涙でいっぱいになり，遠 く島よ り離れるまでとま

りませんでした。私たちはこの小さな珊瑚礁の島の人々を愛

していましたので島をはなれてか らも人々のためによくお祈

りを していました。

島の人々の現在の気持は，宣教師たちに帰って来てもらい

た くそのためにもし必要なら喜んで島の指導者を変えても良

いと考えているようであり，私たちのお祈 りも決 して無駄で

はないと思いました。 この島に再び福音が宣べ伝え られるこ

とと，サン ・ブラス海岸の全ての島々にそれ らを広めること

が私たちの願いで した。神はこの選ばれた人々に福音を準備

されており，確かな理由によって今まで彼 らに福音が宣べ伝

えられなかったのであります。そして，今 日その理由が明 ら

かにされたのであります。勿論今までも色々問題がありまし

たが，これか らもサタンが必死に彼の王国を築 こうとするの

で常に問題がおきることで しょう。 しかしサタンの努力 も神

によって無駄なものになってきたし，これからもそうであり

ましょう。私たちがこれか らぶつかる問題はサタンが地獄で

登 らなければならないけわ しい山にくらべれば，蟻の丘をの

ぼるようなものにすぎないで しょう。

ブ リワー トン伝道部長は私たちの直面 した問題 と伝道閉鎖

をきいた時 「サタンや，またはいかなる反抗者 も私たちの伝

道をやめさせることはできない。今まで私たちが直面 した問

題は，む しろ姿を変えた祝福であった。」と語 りました。そし

て彼は次のよ うな証詞で話を結びました。 「主は．クナインデ

アンに福音を回復 したまい， 『レーマン人の時』が訪れまし

た。」
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開拓者 記念 日

ル モンの開拓者 の先発隊 は約束 の地への脱出が終 ってモ

いま した。 その指導者で あるブ リガム ・ヤ ング大 管長

や多 くの人 々は家族 を迎 えるために秋 になる前に東 の方 に出

かけていて， まだその谷 には戻 って いなか ったのです。 １８４８

年の春 も間 もな く終 りを告 げる頃， グ レー ト・ソル ト・レー

ク市 は ４００戸 の丸太 とア ドービ レンガ （天 日で乾か した レン

ガ） で作 ６た小屋 だけで した し， その内部は 「古 め か し い

砦」 のよ うで した。耕 されて いる土地 は， ２，４００町歩を越 し

ていま した。 １，７００名 の人 々が，そ の谷を 「砂 漠にバ ラを咲

かせ るよ うに」美 しくす るためにあ らゆ る努力を していま し

た。

その時丘 の方 か ら真黒 なかた ま り，すなわ ち 「いなご」 の

大群 が押 し寄せて きたのです。 この ことは聖徒 を暗黒 と絶望

のどん底 に突落す かのよ うで した。なぜな ら 「いなご」 の大

群 が小麦 の収獲を前 に して一瞬の内に葉のわず かに青 いと こ

ろまで も喰 い荒 して しま うことが明 らかで した。

直 ちに働 ける人 々は皆畑 に呼び集あ られ， 「いなご」 の大

群 か ら畑 を守 るた め，水ぜめ，火 ぜめ，棒 で追払 うこと…等

あ らゆる方法を試み ま した。 しか し全 く効果 があ りませ んで

した。 その上，昨年わ けられたわずかばか りめ食料 もほとん

ど底 をつ いて きていま した し，後 に続 いて数千名 の聖徒 たち

が グ レー ト・ソル ト・レー クの谷へ の途上 にあることも知 っ

てい ま した。全ての入に とって今 ま さに収獲 を前 に して喰い

荒 されよ うと してい る穀物 が命 の綱 だったのです。

直 ぐさま指導 者たちは畑 でど うした ら良 いか討議 しました

「ス ミス兄弟，プ リガ ム兄弟 に使者を送 って ここに人 々を連

れて こないよ うに して下 さい， そ うしないと多 くの人が戻 っ

て来た ら皆が餓 死 して しま うで しょう」・と第二副ス テーキ部

長であ るジ ョン ・ヤ ングが発言 しま した』 １ ・

予言 者 ジ ョセブの叔父 さんで， ソル ト・レー ク ・ステーキ

部長であ るジ ョン ・ス ミスは しば らく考え，「ジ ョ ン ・ヤ ン

グ兄弟，主 は私 たちを この地 に導かれ ま した，決 して私 たち

を餓死 させるために導 かれ たので はないのです」 と答 えたの

です。

あ らゆ る努力 が失敗 に終 った時，男 も女 も子供 たち も，始

あか ら彼 らの心の中にあ った祈 りを捧 げるために，ひ ざまず

きま した。す ると突然空に雲が一 真 白な雲が現われたので

す。人 々はまた危害 を加え るものだろ うか と，凝視 し，いぶ

か りま した。それ は 「か もめ」の群 だったのです 。 そ して

「かもめ」の群が畑に舞降 りた時 目の良 い人 々は 「か もめ」た

ちが作物 の柔かい葉で はな く，「い なご」を一杯喰べで い る
．
のに気 がつ きま した。そ して腹 が一杯 にな ると飛 び去 り，吐

き出 し，他 の 「いな ご」を退 治す るため畑 にとって帰 って き

たのです。 「これ は正に救いで した！」

この近代 の奇蹟の 日付 は正確 に記 されていませ んが，二，

三 の歴史家 は１９４８年 ５月，また他 の人 は ６月， ある人 は ５月

と６月 の間で あるといい ますが， １８４８年 ６月 ９日付 でソル ト

・レークステーキ部長会 は西 に向 っていたブ リガム ・』ヤング

大管長 と十二使徒会 に手紙を送 って， その中に 「…大量 の春

の穀物 が収獲 出来そ うです。そ して ２， ３日前 まで は本 当に

良 い見込 を してい ま した。 「いな ご」 の大群 は小麦や と うも

ろ こしに相 当な損害 を与え，落胆 した人々 もいます が， それ

で もかな り大量 の穀物が荒 されないで豊富 に残 っています …

…
。 「か もめ」 の群 は湖 の方か らや って来 て，飛 び去 った時

には 「いなご」 の大群 は一掃 されてい ました。 それ は実 に主

の御手 が私 たちの上 にあるかのよ うで した」 と書 かれて いま

す。 （教 会史誌 １９４８年 ６月 ９日）

今 では 「か もあ」 はユ タ州 の州 鳥 となっています。

ブ リガム ・ヤング大管長の孫であ る， マオ ンリ ・Ｍ ・ヤン

グの作 である 「か もめ」の記 念碑 が１９１３年１０月 １日テンプル

・ス クエアで除幕 されま した。重 さが２０トンの花 嵩岩で作 ら

れ た基礎 は泉か ら引かれた小 さな堀 に囲まれて い ま す。 約

４．５メー トル の円柱 の上 には約２２２キ ロもある丸 い花 嵩岩が あ

り，羽 の巾が ２．５メー トル もあるブ ロンズ で作 られ た二羽の

「か もあ」の像がの
っています。

その記念碑の基礎 の三 つの面 には 「か もめ」 と 「いな ご」

の話が簡単に浮彫 りされていて，東側 の面 には開拓者到着の

模様が，南側には 「いな ご」 の襲撃 の状態が あ らわ されてい

ます。Ｂ・Ｈ ・ロバ ーツは「開拓者 といな ごの大群 との戦い は終

った。 あらゆ る工夫 とあ らゆ る力 をこの戦 いのため に費や し

て しま った。 （地上に うつ る希望 を失い， うなだれ た影 を 見

るとわか るよ うに）彼 は完全 に打 ちのめされ，鍬 を とる力 さ

え もな く手 を下 げ，頭 をたれてい る。絶望 だけが開拓者 を囲

み，あ ざけっているかのよ うに見え る。 しか しこの面 に描 か

れてい る女性 の姿 はその開拓者 と異 ってい る。手 には子供 を
　 　レ

抱えて将来に対する責任 （すなわちきたるべき子孫の生活）

の鼓動を感 じ取っているかのようである」 と説 明 して いま

す。（教会略史 第 ３巻 ３５４頁）

第三面には開拓者たちの最初の収獲の模様が記され，第四

面には 「かもめ」の記念碑

モルモンの開拓者 にそそがれた神の慈愛の偉大な記念とし

て建てたるものなり

と記されています。

以上のことは 「かもあ」の群と 「いなご」の大群につい：そ

の言伝えです。 このことが末 日聖徒の心の中に，いつもあか

るく輝いていますように。

１４３
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ジ ョ ン ：Ｈ． ヴ ァ ン デ ン 六 一 グ

い主が地球上で導きと教えを施 され，らい病人，不具

救
者，賢人などと交わっておられた時，また父なる神の

御前に神聖な祈 りを捧げておられた時，他の人々に深い 「尊

敬」の気持をお持ちになっておられたことが感 じられます。

試練を受けておられる間でさえも，愛す る人たちから裏切 ら

れた時 も，奉仕をするために訪れた人々にあざけられ，のの

しられた時 も，一度として無礼な言葉をお使いになりません

でした。暴徒が 「はりつけにしろ」 「はりつけだ」と叫んだ

時でさえも，また耐え られない程の苦 しみを受けて処刑され

るためにゴルゴタの丘に引きたてられた時でさえも，その思

いは母親の安全と愛する人々に向けられていました。そして

救い主の手にくぎを打ち込む者たちにさえも，一言 も軽べつ

した言葉を口から出されませんでした。

青年男女の皆さん このことが皆さんと一緒に考 え た い

「尊敬」に関する偉大な本質なのです。このことは若い人々

にとってよく理解するには少 し難か しい美徳であるかもしれ

ませんが， 「尊敬」は完成，尊 力ので 。

同時に 「：尊敬」は私たちの生活のいろいろな場面で適応で

きますから，日々の生活で大切な二，三の場面でどのように

利用できるか一緒に考えてみましょう。

両親に対する尊敬

アダムの時代からモーセの時代，また私たちの時代にいた

るまで両親を敬うことは青年の責任であります。偉大な人々

は常に両親を敬まっています。あらゆる者の中で最も偉大な

る，主イエス ・キリス トは十字架上にかけられた時でさえも

母の幸福を願ってい らっしゃいました。両親を敬 うことこそ、

真の男性，真の女性としての人格の基いなのです。

お父さんの畑を誰一人として通 さないように見張 りをたの

まれたイギリスの少年についての話をしましょう。数人の狩

１４４

電

人たちがやって来て門を開 くように命じた時，その少年はか

ろうじてその責任を遂行 していました。そしてお父さんの命

令に従 っそいるので誰 も通すことはできない旨を狩人たちに

話 しました。ついにその内の一人がやって来て 「坊や，君は

私を知 らないのかね，私はウエ リン トン公爵だよ，御存知の

通 り命令を無視されたことはないのだよ，さあその門を開け

たまえ」と命令するような口調で言いま した。すると少年は

帽子をちょっと上げて 「ウエリン トン公爵ならな お さ らで

す。僕はその門を開けるわけには行きません。誰であって も

お父さんの特別な許可がなければ通すことはできな い の で

す」 と断固として答えました。

すると公爵は帽子を．とって，「私は命令を無視するよ うな

衝動にも誘惑にも負けない人間や少年を尊敬します。そのよ

うに命令に忠実な兵隊の一部隊で も持っていたら， フランス

ばか りでな く全 世界をも征服できるだろう」と言いました。

両親に従うことは高い尊敬の気持のあらわれなのです。敬

いの気持を伝えるのは， しばしば述べ られているように些細

なことによるのです。青年男女の皆さんが，あなたの持 って

いる多 くのものや人格が，御両親のおかげであることを知る

のは大切なことです。人生においてあなたの尊敬を受けるべ

き最もふさわしい人は両親なのです。

私たちは時々， 自分たちはもっと尊ばれることを期待 して

いるのにと若い人々が不平を言 うのを聞 くことがあります。

しか しこの口実には原因がないわけではありません。今な

お人間関係の根本的な法則は 「尊敬が尊敬を生じる」 という

ことなのです。あなたは両親や他の人々を敬い，尊んだ時に

あなた自身が尊敬されていることに気づ くで しょう。

最近年のせいで腰が曲り，毛髪が白くなったある男の人が

一つの出来事を話 してくれました。その老人が青年の時に，

ある晩父親の農場の牧草畑から帰って くるところで した。す

ると父親が町に使いに行 ってもらいたいとやって き た 時 に

は，彼は夜明けか らずっと働 きつづけていたので した。その

年配の人は次のように話 しを続けました。

「私は疲れて，ほこりにまみれその上空腹で した し，町ま

で３． ２キロもありましたので夕食を したいと思っていまし

た。父が一日中の長い労働のす ぐ後に使いに行 くよ うに言っ

たことに腹をたてていましたので，私は最初その使いを断わ

り荒々しく振舞 うタうな衝動にか られたのです。

しかしもし私が断わったら，父が自分で行 くことはわかっ・

ていましたので，『お父さん， もちろん僕が行きます よ』と

牧童の一人に草刈 りがまをわたしなが ら，心から言 い ま し

た。『ありがとう，ジム，私が行 こうと思っていたの だが，

、



今 日はどうも気分がす ぐれないのだよ』と父が言いました。

父は町に行 く道まで一緒 に歩き私を町に行かせる時に私の腕

に手をかけて，「ありがとう，ジム，お前はいつも私に と っ

て，申し分のない子だったよ」 と父が言いました。私は町に

大急ぎで行って戻ってきました。家に近づ くにつれて，何か

容易ならざることが起 っているのがわかりました。牧場の働

き手がみな仕事を しないで戸口の囲りに集っていたのです。

近づいて行 くと，その中の一人が声をふるわせ，涙を流 しな

が ら私のところに走 り寄 り 『あなたのお父さんが，家に帰っ

てきたとたんに倒れ，お亡 くなりになりました。お父さんは

最後まであなたのことを話 しておられました」と伝えました。

私 はもはや年老いていますが，父の最後の ｒお前はいつも私

にとって申し分のない子だったよ』とい う言葉以来過ごして

きたあらゆる年月を神様に幾度 も繰返 して感謝 しました。

あなたの両親に尊敬の念を抱 くことこそ高潔 さにいたる最

初の段階なのです。

他人に対する尊敬

尋敬 とは時々 「普通の礼儀」といわれているものの中に見

出す状態です。 「普通の礼儀」が普通であるはずなのに，さ

っぱりそうでないところに現代の悲劇があります。

この尊敬や思いや りの作法 は大変重要で根本的なことなの

です。 「全ての門戸が礼儀のために開かれている」 とトーマ

ス ・フラーが言いましたし，テニソンも 「偉い人であればあ

る程，ますます礼儀正 しい」と述べま した。

礼儀は真の男 らしさや女 らしさとして必要な敬 う気持をあ

らわす一つの作法なのです。礼儀は自信 と自尊をもたらしま

す。 この考えに関 し，Ｅ．Ｓ．マーチンは 「自己を敬 うことは

あらゆる良い作法の根底であ り，良い作法とは修養であり，

思いや りであ威 他人の権利を尊ぶことであり，慰め，同情

を表わすことなのである」．と語 りました。、．

若い人々よ，あらゆる行動に礼儀正 しく，思いや’りがある

か，すなわ．ち自分の内から生 じてくる尊敬の念 （自己を：尊ぶ

こと）があるか自分 自身を問 うてみたり，見つめでみたりす

ることは大切なことなのです。

「より偉大な人聞となるのに礼儀以外には何もない」 とキゲ

ロは言っています。

法律に対する尊敬 ’

法 ‘『 従い，俗世の権威を敬 うことは私たちの信仰
． 漸

一 口 ．ジ ョセブ ・ス ミスは 「我等 は，王の基 ・あ 一ず。

大統領 ，統治者，長官 に従 うべ きを信 じまた法律 を守 り，敬

い，支 うべ きを信ずゴ と表明 レま した。 この ことは今 日私 た

ちの社会 においで ある もの によ って愚弄 され， あざ笑 われ

ていることなのです。

神聖な権威に対する尊敬

使徒パウロはその職に召される前に権威を敬い尊ぶことを

教えられました。使徒行伝にはダマスコへ迫害に行 くサウロ

の旅について語 られています。 しか しその旅行は主の御声が

サウロに降 った時にさえぎられました。 「サウロ，サウロ，

なぜ私を迫害す るのか」，そこでサウロは 「主よ私にな に を

せよと，おっしゃるのですか」とたずねま した。主はサウロ

に 「さあ立って，町に入って行きなさい，そうしたら，そこ

であなたのなすべきことが告げられるだろう」 といわれまし

た。 （使徒行伝 ９：４，６）

さて，主はサウロが何を したらよいか数語で語ることもお

できになりましたが主はサウロの性格をよく御存 知 で した

し，後の事実が示すように教会の指導者を認め，敬 うことは

サウロにとって難か しいことを知 っておられました。主は博

学なサウロをダマスコの教会の謙遜な働き手であり，まさに

サウロが逮捕するつもりであったアナニアのところへ，イエ

ス ・キ リス トの福音を学ぶためにつかわし，教会の指導者を

敬うことが極めて重要なことをサウロに銘記させるためにあ

えてそ．うなさったのです。

指導者を尊敬することは私たちの教義の根本であります，

教義と聖約の中で主は自ら宣言なされた時にこの点を強調 さ

れでいます。

「主，われ言いたることは，われ言いたるなり。われ言い逃

れせず。天地は過ぎ行 くとも，わが言は過ぎ行 くことなくし

て成就すべし。わが声にて言わるるも，僕 らの声にて言わる

るもみな一つなり。」 （教義と聖約・１：３８）

もしこの主の御言葉に含ま静ている意味を理解するなら，

あなたたちアロン神権をお持ちの若い男性や，あなたたち若

い女性の皆 さんに素晴 しい祝福となるでしょう。予言者を，

あなたたちのステーキ部長 （伝道部長，地方部長）を，そし

七あなたたちの監督 （支部長）をごらんなさい，その人々の

権威を尊敬 し，その勧告に従いましょう。
ロ ギド

今まで述べてきたように 「敬い尊ぶ」 ことはあらゆるもの

の根本なのです。今日の社会で，実にしばしば，青年たちが

本当の成長を していないので不安になります。そして自分自

身のわがままを助長するために：尊敬 しないようになり，その

上ほとんどの人はそれに気付かずに，「美徳に対す る 自分た

ちの正 しい歩むべき道にそむいて」います。マッケィ大管長

の語 られた言葉を理解することによって結論することができ

ます。 「微力な人々でも成功することはできるが，もし 「尊

敬の念』がなかった ら決 して偉大にはなり得ない」。

１４５
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十二使徒評議員会々員 ハ ロ ル ド Ｂ． リー 長 老

私は姉妹のみなさんの依頼により，「福音中心 の ホーム ・ティー

チングにおける母親の立場」についてお話いたします。

「始めにテレビとラジオの父と言われているデビッド・サーノブ

博士の言葉を引．用します。

「私が知っている最も幸福な人 とは，．この世的に偉大な業績や富

を得た人ではなく，喜びに満ちた結婚をし，健康であることに感謝

し，良い家庭生活を営んでいるごく単純素朴な人々であります。」

（Ｗｉｓｄｏｍ ｍａｇａｚｉｎｅ２２号）

子供たちを教えなさい

１８７７年，ブリガム・ヤング大管長がなくなられる丁度 ６週間前の

ことでした。ブリガム ・ヤング大管長 と副管長ジョン・．Ｗ ・ヤング

とダニエル ・Ｈ ・ウェルズが教会に宛てた書簡の中で，大管長はい

くつかの非常に重要な事柄を話 されました。

「われわれにゆだねられている多くの責任の中で，子供の教育程

絶えず，慎重な配慮をすべきものはない。子供は非常に多いが，よ

く教え導びくな ら，地上に住む人々にとって最も大きな祝福となる

に違いない。両親は毎日とはいわないがわずかでも時間のとれる限

り，自分の家族の者を集め，子供たちと交わり，子供たちの友だち

や，言葉や行動などについてよ く尋ねてやり，福音の原則を教える

べきである。両親は子供たちを定期的にきちんと学校や日曜学校へ

送 り出し，可能なあらゆる設備を備えて教育を施こすべきである。

特に福音の原則と教会の歴史に関して健全な知識を得 させるべきで

ある。」

ジョセブ・Ｆ ・スミス大管長は教義と聖約６８章の中の，子供たち

を教育せよとの主の要請を引用 して，．次のように言っております。

「しかし，かりにも両親が子供を教育することを怠り，子供たち

が堕落し，真理にそむいたとしたら，主は 「その罪両親の頭上にあ

らん」と言われた。子供たちの失敗や背教，無知の責任は両親にか

かるであろう。私はこの点につき反省 してみて，次の結 論 に達 し

た。……私は自分の責任を怠 って，子供を無知にさせて お きな が

ら，自分だけは神の王国において昇栄と栄光にあずかり得るなどと

は信じられない。

私は子供たちに説き続け，子供たちがこの福音に対し真実であり

忠実であるようにもてる力を使 って最善を尽すのである。なぜなら

ば子供たちなしでは天においても私の家族は完全ではないと感ずる

からである。」（大会報告 １８９８年４月）

母親の責任

家庭で福音を教えることの重要性は，教義 と聖約第 １章に述べ ら

れています。特に家庭に応用するようにと，回復された福音の四つ

の重要な目的が次のように述べ られています。

１ 信仰もまた世に高まり…彼 ら誤 りたらば明らかにさるるを得。

（教義と聖約 １：２１，２５）

２ 知恵を求めたらば教えを授けらるるを得。 （同上 １；２７）

３ 罪を犯 したらば悔い改むるために懲 しめ らるるを得。

（同上 １：２７）

４ へり下りたらば強くせ られて天の福福を受け，また，折々知識

を与えらるるを得 るためなり。 （同上 １１２８）

「家庭を中心とする福音のプログラム」に必要な 「母親の責任」

については，福音の中に明確に教えられております。私が考えてい

る母親の基本的な責任の四つか五つの概念を述べてみます。

先ず私がお母様方に申し上げたいことは，十代の故に子供が多少

わがままであったり，少々しゃくにさわることを言ったか らといっ

て，息子や娘をあきらめてはいけません。私はむ しろそのような息

子や娘をたのも．しく思います。また自主性が欠けているとか，家庭

のきまりを無視するからといって，息子や娘をあきらめてはいけま

せん。落胆するような無責任なことを行い，示 したとしてもがっか ．

りしないようにして ください。全てのことを知って ください。傲慢

で全 く分別のない態度は彼や彼女にとっては，ただ若い人たちを指

導する方法を失なった旧式の考えをもつ人の余計なお節介にすぎま

せん。

知 っているというだけでは充分ではありません。私たちは応用 し

なくてはならないのです。また望んでいるだけでは充分ではありま

せん。実行 しなくてはなら．ないのです。

「無知なる行いほどおそろしきものはない。愚者，賢者 ともに害

なし，危険なるものそれは半ば愚者にして，半ば賢者なり。」（ゲー

テ）

ある大学の教授は次の言葉を引用 して述べておられます。

「神が若人を美 しく創造されたことは何とすばらしいことではな

いか。そうでないとすれば，こめ世において，私たちはどうして若

人の愚にもつかない考えに我慢ができようか。」

私たちには北英国伝道部で伝道 している孫がおります。彼の両親

の忠告が今，彼にとってすばらしい力になってきているという興味

ある手紙を書 くまでは，伝道に余 り熱心ではなかったのです。両親

の忠告は１９年間も書棚にあった１冊の本のようなものであり，今彼

はその本を取り出して読み始めたのです。それはあなたの息子であ

り娘であります。時として，あなたは子供たちがあなたの忠告を聞

いていないと思うかも知れません。子供たちも，自分たちは両親の

忠告を聞いていないと思っているかも知れません， しかし子供たち

はその本を最も必要とした時に，取 り出して読み始めるでありまし

ょう。
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悪の力

両親が自命の子供たちにできるだけのことを教えて しまうと，そ

こにはある力が作用し始めます。そのような力はモーサヤの息子で

ある若いアルマにも働き，祖先が築き上げた御業を破壊 しようとし

ました。覚えておいでで しょうか。天使が遣わされ，その天使はア

ルマをたたき，丁度彼の目と目の間を打ったのです。 アルマは三日

三晩死んだ者のようになって，地に横たわっていたと思いますが，

天使はアルマに次のように言いました。

「……見よ，主はすでにその聖徒 らの祈 りと神の僕である汝の父

アルマの祈りを聞きとどけたもうた，汝の父は汝に真理を知 らせよ

うとして堅い信仰をもって汝のために祈 った。それであるから，神

の僕たちの祈りがそれぞれの信仰に応じて聞きとどけられるよう，

それは神の権能 と威力とを汝に認めさせるために来たのである。」

（モーサヤ ２７１１４）

ニーファイの場合も同様であり不信仰な彼の兄弟たちは，ニーフ

ァイを亡ぼそうとしました。そこで天使は彼 らに言いました。

「あなたたちは悪事をするのは早いけれども，あなたたちの神で

ある主を思い起すのはおそい，あなたたちはこれまでに一人の天使

を見，天使はまたあなたたちに言葉をかけた。まことにあなたたち

に言葉をかけた。まζとにあなたたちはその御声を時々 聞 い て い

る。その時それは静かな細い声で話したもうが，あなたたちはなん

らの感じもなかったのでその御声を感ずることができなかった。そ

れでそれは雷のような声であなたたちに語りたまい，その声はあた

かも引き裂かんばかりに大地をゆり動かした。」

（１．ニーファイ １７：４５）

更に続けて述べています。

「……私は ｒ全能の神の御名によって命ずる，私に手 を触 れ る

な。私は身も燃えんばかりに神の力に満たされているから私に手を

かける者は誰でも乾いた芦のように枯れてしまうからである。また

神がかれを打ちたまうから，神の力の前には有れども無きがごとく

になるであろう。』……。」（同上１７＝４８）

父親を家の頭としなさい

母親の第二の責任は父親を家の頭 としてたてることであります。

これは「問題の要因の多 くは義務を怠っている家庭に根ざしている」

と経験を通 して語 られた有名な判事の証言であります。母親は父親

を家の頭 としてどのようにたてることができるで しょうか。

「子供たちの中には母親の愛情が足 りないと，す ぐ横道にそれてし

まう者もあるが，父親の場合は違 うと言いました６そこで先ず第一

になすべきことは，父親を家め頭 とすることであります。か りに父

親にそ９資格がないとしても・彼を頭としてたてるべき で あ りま

す。そしてもし彼が家長としてあ責任をよ く果 した時には，感謝の

気持を表わし，怒った時には知らないふりをしていてください， し

かし決 してあなたが彼を理解 していないのだなどと感 じさせてはな

りません。父親を家の頭 としてたてて ください。」

ブリガム ・ヤン《大管長は次のように述べています。

「御婦人の皆さん
，あなた方の夫があなたに対 し， しばしば憤慨

するこ．とや我慢できないことなどをしたことがあったろうと思う。

だがそれは正当なことだったのかも知れない。彼は常にあなたをい

たわらねばならないのであるが，時としてそうではない。 しかしあ

なたの夫があなたに対 して親切であって，しかも正しくもてなして

くれるなら，彼らと共にあり，あなたもそうでありなさい。われわ

れは自分の体を横たえて， この世を去る時，この世で持っていた障

害や不完全さはそめままよみがえるのである。すなわちこの世にあ

って，かりにｉ妻が夫を愛することができないとすれば，彼女は次の

世でも愛することはできない。だが第一の復活または日の光栄の復

活の祝福にあずかる者はその限りにあらずして，清 く，かつ完全で

体は完き者となるのである。 この言い尽 くせぬ名誉に達すべきすべ

ての男女は，神の御座にうたう天使のように美わしくな るの で あ

る。」（説教集１０巻２４ページ 英文）

さて姉妹の皆さん，あなたの夫がこの世においてよ く成長できる

ように常に助け励まして ください。そして次の世にあっても主が共

にましますように祈 ります。

夫が神権を敬うように助ける

夫が神権を敬うように助けを与えることは母親の責任でもありま

す。初期の扶助協会にあてた予言者ジョセブ・ス ミスの声明の一部

を引用します。

あなたの夫はあなたと子供にとって，永遠にわたる日の栄の家庭

に通ずる扉の鍵をもっているのである。夫が神権を敬い正 しく行使

しようとしないならば，その家族の者にわず らいを受けることにな

りましょう。そ してそれは日の栄の家庭に入 るさまたげとなるで し

ょう。かりにあなたが リー ドしなくてはならないとして．も家族の祈

りをして ください。もしできたら夫が リー ドするかどうかを確かめ

てみ’ζください。彼が神権会に出席するかどうかをみてください。

ホームティーチングをするように召されているなら，その責任をよ

く果 しているかどうかをみて ください。妻はできるだけのことをし

て夫を助けてあげてください。夫が神権を正 しく行使するζとがで

きるように，親切にしてあげ，忍耐 し助けてあげて ください。そう

することによってあなたとあなたの夫と子供たちはいつの日か神殿

に行 くことができるで しょう。
． じ．．

神権の助けを求めなさい

次にあなたが克服できないと思われる問題は集会において 「神権

の助けを求めなさい」と申し上げたいと思います。何入かの人々は

監督は自分にとって親 しすぎるとか，余 り若すぎて未経験すぎると

か，自分の秘密を守って くれないのではないかと思い，つい避りて

しまう。監督は神権のすべての力はもちろん，同様に補助組織をも

動かすためにその職に任ぜ られております。もしわれわれが問題を

真に解決 しようとするならば，監督を通 じ，ステーキ部長と連絡を

とらねばなりません。数年前，私は結婚を執行 した一人の女性から

手紙を受け取 りました。 この結婚には問題が生 じていた②です。私

は誤った神殿結婚の例がここにもあるのかと思いました。

１
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メロヒ の

．一「間．もな く私たちには問題が起 り始めました。私孝ちはそ㊧問題

に気づき始めてから，解決しようと試みました。だが解決できませ

んで した。教会では活発でありましたし，集会にも出席 しておりま

した。しかも祈り，什分の一を納め，定期的に神殿にも行 き ま し

た。私たちは互に愛し合い，自分たちの結婚のためには少なくとも

そのように求め合っていたのです，やがて子供にも恵まれ二人共大

喜び していたにもかかわらず，問題は解決できないと思われるほど

悪化して行きました。それから約一年後，私たちはもうこのような

状態では結婚生活は続けて行けないと思い，私たちの友人でもある

監督を訪ね，問題について話 し合いました。．私たちはほんの少し話

し合っただけでした。監督は 「私 も結婚後間もなく妻 との間に問題

が生じました。」と言い，私たちにとって信 じられないような こ と

を言いながらも励まして下さいました。その他は余 り語 りませんで

した。しかし私たちは監督にお話 したことによって問題を解決する

ことができたのです。なぜだかおわかりですか。確かに私たちが監

督の部屋を去る時には，ある程度，解決の糸口に達 してきているこ

とがわかりました。そして今では次第によい方向にむかってきてい

ます。なぜかまた何が起 ったのかを説明することはできません。 し

か し私たちは努力してきました。それ以来良い方に向ってきている

のです。」

さて，なぜ彼らの問題を解決することができたかと申しますと，

この二人は監督の指示に従ったからであります。

家庭の夕べ

ある家庭のお母さんに，家庭の夕づをしているかどうか尋ねてみ

ます と，次のように言っておりました。

「私は重い病気にかかっていますが，次に述べることがうぬぼれ
ロ

に聞えないように望んでいます。この度，初めて私が子供たちにと

っていかに重要であるかということを認識いたしました。私は床に

ついているものですから，子供たちに必要なものは何一つしてあげ

ることができませ ん。もちろん芝天父の助けがあるということは知

っておりますが， この世で私が子供たちに影響を与えることは終 っ

て しまったので した。私にとりましては一週一月一年と，どんなに．

か時間がほしく，かつ貴重であったことでしょうか。以来私は時間

をどのように使ったらよいかということに関していろいろ考え，決

めてきました。 このことは私の要求を満たしました。その一つは家

庭の夕べに，子供たちに本を読んであげたり，話をしてあげたりす

ることでした。充分とは言えませんが，普通は一週間の うち 五 日

間，一時聞ずつ一緒にすごすことにしています。その他モル考ン経

を読んであげたりします。これも子供たちはとても楽しんでいるよ

うです。 このようにして夕べをすごすごとは始めは私自身の考えだ

ったのですが，今では私のものだけでな く，子供たちのものとなっ

てきております。 ８歳になる子が祈りの中で，記録を保存した予言

者に感謝をしました。ま．た５歳の息子もレーマンとレミュエルによ

り殺されようとした時に信仰によって安全を求めて，荒野の中に逃

げ去ったあの三あファイに感謝 しているのを耳にしたとき，私はこ
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碧

の 「夕べの集い」が子供たちにとってまさしく意義ある貴重なもの

だと思いました。私たちはこの経験を通 して，子供たちの 愛 を．．増．

し，彼 らが福音 と，彼 らを創造 し給 うた天父への理解力とを増すよ

うにするしこは，どのような時でも，私たちは機会を得ているのだと

いうことを教えられました。．私たち家族の 「きずな」はこの最もす

ばらしい方法によって強められたのでありました。こういう訳で，

家庭の夕べは，私たちにとって極めて重要なのであります。」

全教会のお母様方，教会では全教会員家族のため，かって家庭で

家族の人に教えるために父親や母親によって準備されたものよりも

ず っとすばらしいレッスンを準備いた しました。 ’

教 会ではすべての家族にゆきわたるように，６５万部の資料を印刷

しました。ですから 「家庭の夕べ」の手引を勉強していない家庭で

はすばらしい機会を失っていることになります。

お母様方，家庭の中心に留っていて ください。結局，．最後にお母

さんを家庭の中心におきなさいと申し上げます。今 日，家庭を破壊

しようとする大きな 「危険」があります。それは家庭の者が家に入 ▼

ったり出た りすることができるようにお母さんが常に家にいるとい

うことをないが しろにしてしまうような誘惑なのです。ある溶母さ

ん方は家計を助けるために働かなければならないかも知れません。．’ 澗

そのことは認識はしておりますが，ここにお集りの扶助協会の会長 ．

の方々と監督は可能なら仕事の性質や時間を考慮 してあげて，小さ

な子供たちのいる母親は極力子供たちと一緒にいれるよう採 り計 ら

ってあげる１べきであります。

これらのことはすべて家庭に関する扶助協会の仕事の責任の中に

含まれていることであります。

家庭 ． 良き婦人により守られる家

家庭における母親の責任のいくつかの簡単な提案ではございまし

たが， 「家庭」 という言葉を定義すれば 「家庭」とは良き婦人によ

り守られる家であると思います。神はこの教会の母親に，充分な働

きができるように力をお与えになりました。あなたは次の言葉を覚

えていらっしゃいますか。

「われはただの人にして，すべてはなし得ざらんとも，何かをな

し得る人なれば，御神の恵みによりてなさん。」

ある人はこれに次のような言葉をつけ加えました。

「母たるものよ。己が与えねばな らぬことを与えよ。その時にた

だ，考えるだけよりも与える方がましである。」

あなたがそれをなし得るように，そして人の母として，すなわち

あなたの息子や娘たちが，あなたの影響をすばや く取り入れる時，

それが彼 らにとって大きな力となって行 くように，また家庭におけ

る創造者 としてのあなたのすばらしい機会にめざめるように，神の

祝福がありますように祈 っております。

みなさんが強い土台を築 き上げ，ここにお集りのみなさんの影響

を受けて，他の母親たちが同様にた くさんのことを学ぶことができ

るように心より祈 り，主の御名によってお話いた します。

アーメン
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聖 典 を 用 い な さ い

ロ ー エ ル Ｌ． ベ ニ オ ン

なたがたは，聖書の中に永遠の命があると思って調べ

あ
てい るが， この聖書 は，わ た しについてあか しをす る

ものであ る。」 （ヨハ ネ ５ ：３９）

イエスの これ らの言葉 は，テ モテへの手紙 において も同様

に， パウロの忠告に よって補 足 されている。

「しか し
， あなたは， 自分が学 んで確信 して いるところに，

いつ もとどまっていな さい。 あなたは， それをだれか ら学 ん

だか知 ってお り， また幼 い時 か ら，聖書 に親 しみ，それがキ

リス ト・イエスに対す る信仰 によって救 に至 る知恵 を， あな

たに与 え うる書物で あることを知 ってい る。聖書 は，すべて

神 の霊感 を受 けて書かれた ものであ って，人 を教 え，戒 め，

・ 正 しくし，義 に導 くのに有益 である。 それ によって，神の人

が， あ らゆる良いわ ざに対 して十分 な準備がで きて，完全に

ととのえ られた者 にな るのであ る。」（皿テモテ ３：１４～１７）

なぜ教 師が生徒 に聖典 を読む よ うにすすめ るべ きであ るか一

については，正 しい理 由が あ ります。聖典 は，モルモ ンの教

義をよ く説 明できる唯一 の権威 ある書物 だか らです。 これ以

外に，教会 によって正 当な もしくは，標準的 な書物 と して，

受 け入れ られ た ものは あ りません。

聖典 は， アモス，イザ ヤ，エ レ ミヤ， パウ ロ， アル マ， モ

ル モ ン，及 び予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスのよ うな偉大 な神の し

もべ によ って書かれま した。 それ らは， われ われ に確信 と権

威 とを もって卒直 に語 りかけます。聖典 だけが，生命に関す

る事，神の御子 や偉大 なる教師 の教えを扱 っています。聖典

は救 い と生命 の原則 とをいろい ろな形で豊かに教えて くれま

す。

聖典 は，生 きて お り，興味あ るものです。 す ぐれた記述 に

よる心 を動かす劇的 な挿話，物語 ，た とえ話，歌，格言，訓

戒， 歴史的事件， 恋愛事件，，戦争 と平和， 憎 しみ と愛，陰

謀，気高い理想等で，満 ち満 ちてお ります。 あ らゆる形 の人

間的弱 さや強 さが言葉 として描 き出されて います。 すなわ ち

大部分が感動的であり，その多くは気持を引き立たせます。

多 くの人々が，娯楽を追い求める者となっているような時

代には，私たちの仲間の多くは，聖典について無知でありま

す。それでも，聖典は，老にも，若きにもすば らしい宝を堀

り出させてくれます。生徒に，聖典を勉強させた り，読ませ

たりするのによい提案を次にあげます。

日曜学校における聖典の読み方

ω あまり高 くない標準聖典を手に入れて， クラスの一人

一入に，一冊ずつ与えるようにする。あるいはクラスの各々

が，一冊ずつ買い，それを図書室に保管 しておく。

② 例えば，ペテロの生涯について講義をする代 りに，教

師は，新約聖書の中のペテロのことを書いてある章を探 し出

させ る （例えば，マタイ１６，ヨハネ１３，ルカ２２，２４，使徒行

２， ３，１０）。生徒に，聖句を読ませる前に，ペテロにつ い

て興味を もたせる。生徒が，その章を読み，ペテロの性格を

読んだ事か ら分析するようにチャレンジを与える。生徒が答

えた時に黒板にペテロの性格を，書き上げる。

聖典の研究を奨励するために質問をするかまたは，問題を

提出する。次に生徒が答を見いだせるような箇所 を 指 定 し

て，朗読を割当てる。生徒は， もし確固たる目標や研究のた

めの特別な理由がある場合はさらに熱心に勉強するものであ

る。

（３） 聖句め多 くは，レッスンの導入や結論，さらにレッ支

ン全体のためにも用いることがで きる。

「人が全世界をもうけても， 自分の命を損 したら，なんの得

になろうか。」（マルコ ８：３６）

「だれも，ふたりの主人に兼ね仕えることはできない。一方

を憎んで他方を愛し，あるいは，一方に親 しんで他方をうと

ん じるか らである。あなたがたは，神と富とに兼ね仕えるこ

とはできない。」（マタイ ６：２４）

「悪に負けてはいけない。かえって，善をもって悪に勝 ちな
１

１４９
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さ い 。」 （ロ ー マ １２ ：２１）

◎ ・…一 （・… ト３・６）’一ｒ亟
・選 ん耀 句の意味鯉 解 させる機会を与える．彼

らにチャレンジを与えて想像的，創作的な考え方をす るよう

に力づける。

ω ある単語は，生徒に しばしばチャレンジを与える。あ

る日曜 日には聖句にある単語の説明や定義を求めて， レッス

ンを始めること。あなたは，補足説明できるように，よく用

意して，充分な確信をもつこと。例えば，愛，信仰，救い，

永遠の生命，畏敬のような単語の意味について話 しあう。

例えば，永遠 とは，質的意味にも量的意味にも，聖典の中

も

で用い られている。ある箇所では，それは，永久に続 く生命

文字通 り始めもな く終 りもない量的なものを意味 し，他の多

くの所でほ，例えばヨハネ伝１７章 ３節では，永遠とは，神の

如き質的なものを意味 している。有益なレッスンというもの

は，この一つの言葉の解釈を，聖典及び，日常生活の両方を

通 して考える時に成 り立つ。

㈲ 生徒に聖句を覚えるようにすすめる。 クラスが討論と

か研究によって覚えるように云われた聖句の真の意味を理解

す る．時に，聖句暗諦の価値が発揮 される。その聖句は長すぎ

て も，むつか しすぎてもいけない， クラス全員でまじめに声

をそろえて練習させること。

聖 餐 Ａ
五 の

せ
削 奏 曲

Ｄ ａｒｗ ｉｎ Ｋ ．Ｗ ｏｌｆｏｒｄ

Ｐ

） ｒ

へ

（ へ Ｊ Ｊ．

γ∫‘，
’一 ｒ

へ

７ 月 の 聖 句

琶

大人の 日曜学校

イエ スは云 われた 「…… これ は， あなたがたのために

与え るわた しのか らだである。わた しを記念す るたあ，

この ように行 いな さい。」 （ル カ伝２２章 １９節）

子供の 日曜学校

イエスは云 われ た 「……心をつ く．し，精 神をつ くし，

思 いをつ くして，主 なるあなたの神を愛せよ。」、

（マタイ伝２２章３７節）

善
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リ ー ハ イ

の 石

纏

濫噺＼

随 く１・・ 競 １：⑧ぐ騨 巽 Ｑ∫猛 磁

（ス テ ラ ５号）

リチ ャー ド α コ ワ ン

亀

一ハイ とその家族 が紅海 の海辺 に近 い レ ミュエルの谷 で露営 して いた間， リーハイはリ

非常 に興 味深 い示現や夢 を経験 した。彼 は一本の木 を見 たが その実 は美味 しそ うな も

のであった。 また彼 は一本の鉄の棒 を見たが， それ は一本 の木 に通ず る道 に沿 ってのびてい

た。道 のわきには深 い淵が あ り，その向 こうに一つの大 きな建物が あった。 （１ニーファ・ｆ

８参照 ）リーハイの息子 はその続 きの示現を受 けた 。その示現 で父 リーハ イが見た示現 の意味

について もっ と良 く知 ることがで きた。 （１ニー ファイ１１～１５参照） その木 は神の愛を表わ

した ものであ り，鉄 の棒 は神 の言葉を象徴 していた。 そ してそれ は，神 の言葉 に しっか りと

従 って行 けば，福音 の実 を食べ ることがで きる所へ人 々を導 いて行 くものであった。また大

きな建物 は高慢 を表 わ していた。 ／

リーハイは夢 の中 でい くつか の人 々のグル ープを見た。一 つのグル ープは （１ニーフ ァィ
ズ

８ ：３１～３３）物質的 な目的 だけを追い求 めた。 その グループの中には 自分 たちの目標 に達 し

た人 もあ り，また達 しない人 もあった。 もう一つの グル ープは （１ニーフ ァイ ８ ：２１～３３参

照）確 固た る信 仰を持 たないで霊的 な目標 に向 う意志を もつふ りを したが誘惑 の霧 に迷 って

しまった。 他の人々は （１ニーフ ァイ ８－：２４～２８参照） 神の言葉 に従 って， 目標 に達す るこ

とがで きたが， この世的 な ことにと らわれて坐折 し，終 りまで耐え忍ぶ ことがで きなかった。

この よ うに リーハイは神 の愛 ρ実の うちで もっと も大切 なものは永遠 の生 命を得 るために信

仰 を もって終 りまで耐え忍 ぶ ことであ ることを知 った。 （教義 と聖約１４：７参照）

これ らの啓示にあった特別 な道筋 に関 して， ジェームス ・Ｅ ・タル メージ長老 は次 のよ う

に書 いてい る。 「示現 と夢 はあ らゆ る神権時代 に神 と人 との交わ りの方法 となってきた」。

古代 アメ リカには生 命の木 につけ るリーハイの示現や夢を のぞかせ るもう一 つの ものがあ

った。１９４１年に考古学者 が南東 メキ シコのチアパス， イザ球で，ス テラすなわち石 の記念碑

を発堀 した。その記念碑 は高 さ約 ３メー トル，幅約 １．５メー トル，厚 さ ６０ｃｍ の大き さで

あった。考古学者はそれを 「ステ ラ ５号」 と名づけ，１９４３年 に初 めてそれについての本 が出

版 された。 ＢＹＵ考古学 部のＭ ・ウェルズ ・ジェイ クマ ン博士 はこの石の彫刻 と リーハイの

経験 の記録 の間 の類似点に深 い感 銘を受けた。彼 は これ らの類似点を多 くの本 や論 文に発表

した。１９５３年 にＢＹＵの考古学者はその石 を模造 した。 そ して今 日本物 と同 じ大 きさの 「ス

テ ラ ５号」が ＢＹＵの考古学部 に陳列 されてい る。

ジェイ クマ ン博士に よって準備 された絵 か らとったさ し絵 はステラの彫 刻を描写 した もの

であ る。中央部 に木が あ り，その周囲には ６つの姿 が見 られ る。

礼拝 と指示 を してい る姿 の一人の老人（１｝が見 られ る。 その老人 の後 に坐 ってい る人 は老人

の頭上 にワニを表 わ してい るものをか ざ してい る。古代 アメ リカの しきた りでは ワニの彫刻

は伝説的 な 「大洪水」 の後 に大陸に移 民す るため家族 を引きつれ て来 たと想像 され る 「偉大

な父」 の名前 の絵文字 と して使われた。また この偉 大な父は古代 ガテマ ラ人の最初の先 祖 と

考 え られた。更 に大 きなあごが この名前の絵文字 に浮彫 されている。 ヘブ ラ・ｆの地名の リー

ハ イとい う名はあ ご， あご骨 あ るい はほほと定義 されてい る。

老人の後に女性 の姿 があ り㈲彼女 の精巧 に出来た頭飾 りは古代 の王威 の表示 と一致 してい

る。 サラ ィアの名前は 「エ ホバの王女」とい う意味であ ることが思 い出され るであろ う。、、

もう一つ の大 きな肇 囲があ る。 その光 るあごひげは書 き物にあ るよ うにたぶん若 さを表 わ し

てい るのであ ろう。 この夢 のでき事 はニーフ ァイが書いたが，モルモ ン経 に次 のよ うに述べ

てい る。 「まだ大 そ う若 かったが， もう身 のたけは高 く」 （ニー ファイ ２ ：１６）彫刻 の中で

彼の頭飾 りはエジ プ トの殼物神 ネピのそれ に酷似 してい る。 この若 い男はモル モ ン経 のサー

ムに一致 す るもう一人 の男 （５）に助 け られてい るよ うに思われ る。最後 に， も・う二人 の男 （６、

と ７）がたぶん家族の中での年長者 を暗示 してい るのか老人に一番近 づいてい る。・．また同時

に彼 らは木 に背を向けてい るが， その木 に対す る拒否を象徴 してい るのであ り， レーマ ンと ’

レ ミュエルを表わ してい ることが明 らかであ る。原型 の石 の彫刻で，一番際立 った ものの一

つはまっす ぐな深 いみ ぞ（８）であ る。 それは鉄 の棒 を表現 してい るのであ ろう。

１５１
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「チ ル ドレ ンズ フ レ ン ド」 よ り

ボ ール ば こで た の し くあ そ び ま しよ う

イ ー ・ ラ バ ー ン

タ

あや っ りにん ぎ ょう

このごろやっているにんぎようげきをげきじようでみ

た ことがありますか ？ もしまだでしたら，おうちのに

わで，じぶんたちでやってみませんか ？ はこのそこに

しかくのあなをあけて，かたほうをきりとって くだ さ

い。 こうするとすてきなぶたいができます。 さあみなさ

んもおにんぎようさんをいれて，おしばいをやつて くだ

さい。

シ エ パ ー ド

お に ん ぎ ょう さん の ベ ッ ト

あなたのおにんぎようさんはねむ くないですか ？ さ

あおにんぎようさんのためにかわいいベットをつ くりま

しよう。小さなあきばこをひつ くりかえしておいて，よ

すみに４つのせんたくばさみをはさみます。それがら，

ちいさなまくらをはこにいれて，そのなかにおにんぎよ

うさんをそっといれてねかせます。すると，おにんぎよ

さんが， ぐっす りひるねをします。

－、

§

１ ρ

お もち ゃの そ り

嘲

鉢
，ｏ

ど うぶ つ の お り

は じめ に は このふ た を と りは ず しま す。 どん な お お き

さ の は こで も よ い です 。 は この りよ うが わ の ふ ち に そ っ

て あ な を あ け ます 。 それ か ら， なが い くつ ひ もか け い と

を そ の あ な に と う して ， お りの さん を つ く ります 。 も し

か わ った サ ー カ ス お りを つ くつ てみ た い とお も った ら，

お りの な が さだ けの い うが み か ボー ル がみ を き って， え

の ぐか ク レ ヨ ンで もよ う をか き ます 。 そ れ を は この うえ

に ノ リで つ け ます 。 う らに な る ほ うに は， ど うぶ つ た ち

が は い れ るだ け の お お き さ に き っ て ， ドアを つ く って く

だ さい 。

お も ちや を そ りに のせ て あ げ ま し よ う。 ち い さ な は こ

に ， 二 つ の あ な を あ け ま す 。 い とを そ の あ な に と う し

て ， り よ う は しに こぶ を つ く って ぬ け な い よ う に し ま

す。 さ あ， で き あが りで す ， くま さん と お に ん ぎ よ う さ

ん を そ り にの せ て ， ど こか へ ゆ きま しよ う。

（３２ ）

、 畢ｕ・熱

購敬

藩 綿 ．

影輪
み ち

の塵 つ
１９６８ 年 ７月 号 こ どものため

次 郎 と 夢

バ ー ナ デ ィ ー ン ・ ビ ー テ ィ 作

ジ ェ リ ー ・ ト ン フ。 ソ ン 絵

郎 と彼の友だちは美術の山田先
次
生 と小高 い山の上に立 っていま

した。彼 らの足 もとには緑 に囲まれた

京都 の町が横 たわ り，春の光の中に輝

いて いま した。次郎はその美 しさには

っと して， スケ ッチブ ックを勢いよ く

あけま した。

「次郎君 ， ちよ っと待 ちな さい」 と

山田先 生が言いま した。 そ して生徒 た

ちに 自分のまわ りに集 るよ うにと合図

しました。
「みなさんがび

っくりするようなこ

とをお知 らせ します。皆さんの絵は大 ・

和先生に見ていただきましよう。先生

は皆 さんの中で一番よい絵を書いた人

に無料で教えると約束されました。」山

田先生がこのように知らせるとみんな

興奮 した叫び声をあげました。彼 らは

大和先生がきび しい先生であるという

ことを何回もきかされていましたが，

だれ もが先生に習いたい気持でいっぱ

いでした。それは大和先生が 日本では

最 もす ぐれた芸術家であり先生である

か らです。

次郎の目は輝 きました。彼がいつも

夢に見ていた大和先生に教えてもらう

「念 「沈

（２５ ）



ことはすば らしいか らです。

「みな さん スケ ッチブ ックに絵 を書

いて，一時間後 にこ こへ もど りま しよ

う」 と山田先生が言 いま した，次郎は

「竜 の池
」の近 くの松 をスケ ッチ しよ

うと決めてい ま した。大和先 生の絵の

中心 にはい っ も松が あったか らです。

そんな ことを考え，ふ と気 がついて

見 ると，次郎を呼ぶ楽 しげな幼 い子供

の声 が聞え ま した。一人 の少女 がみん

なの間を走 りぬ け，次郎 にだ きついて

きま した。彼はび っ くり して声 を あげ

そ うにな りま した。 それ はかわいい め

いのえみ ちゃんで した。友 だ ちの肩 ご

しに次郎の兄 とその美 しくて若 い奥 さ

ん もい るのが見え ま した。

「ち ょっとえみを見て いて くれ ない

かね，次郎」 と俊夫 さんが声 をか けま

した。次郎は こんな時， えみを見 るひ

まなんてない といお うと思 って口を開

きかけま したが， も う兄 と奥 さんは下

の方 へお りて行 って しまいま した。 ’

次 郎はまゆをひそあ ま した。普 通の

時で した ら，えみを見て もかまわなか

ったのですが，今 日はちがっていま し

た。 彼は友 だ ちがそれ ぞれ好 きな方向

に散 らば って行 くのを うらや ま しそ う

にながめていま した。

「まだ小 さな子供 だか ら余 り手 はか

か らないで しよ う。」 と 山田先生 は次

郎 のそばに来 て言 いま した。

え みは大 きな声 で笑い ま し た。「次

郎 ちゃんは私 が好 きなの。私 にね こを

書 いて くれ るわ， そ して犬 も…」

「ね こ？犬 ？」 山田生 先はそ う．言 い署

なが ら首 をか しげま した。

（２６ ）

次郎は赤 くな りま した。「兄 さ ん が

もどって きた ら僕た ち 「竜の池』 にい

ると伝 えて下 さい。」 と彼 は早 口．に 言

いま した。

次郎 は松 の木 立が見わたせ る場所ヘ

ペチ ャクチ ャと楽 しげに話 しそい るえ

みをつれて行 きま した。

「とこにおすわ り」そ う言
って次郎

は彼女を 自分のそば にす わ ら せ ま し

た。

「子 ね こを…ねえ子ね こを書いて ち

ょうだい。」え みは次郎 のスケ ッ チ ブ

ックの上 に体 をよせて， ニコニコ し見

上 げ るよ うに してたのみ ま した。

「だめだよ
， えみ」次郎はい らい ら

しなが ら彼女 をお しの けるよ うに して

言 いま した，「静か に じっと して な さ

い。何 も書 けない じゃないか 。」

えみは驚 いて 目を大 き く見開 きま し

た。 小 さい頃か ら今 まで，次郎は彼女

のたあに絵 を書 くことを ことわ った こ

とがあ りませんで した。「おねがい．／」

と再 び彼女 は一生懸 命たのみま した。

「しず かに．／えみ．／」 次郎 は怒 った

よ うに答 えま した。 えみはが っか りし

たよ うに小 さな声 で 「ママの ところへ

つれて って ．／」 と言 いま した。

次郎 の目は怒 りで光 っていま した。

「ず っとママのそばにいればいいのに

…
。 ぼ くのそばにい るときは， ぼ くの

言 うことを 聞きな さい。」す ると 突 然

え みは立 ちあが り，小路 をあの小 さな

足 でい そい で走 り出 して行 きました。

次郎 はとび上 って，彼女 の後を おいか

けま した。 そ してえ みの肩をつか んで

だ き上 げ， もとの場所 に もど り， その

のを見 ていま した。 そ して彼が小石 を

に らみつけてはすてて しま うところも

見 ていま した。彼 は他の にこにこ顔 の

かいてあ る小石 も同 じように にらみつ

けてはすてていま した。

フィムはため息 をつ きま し た。「い

い考 え じゃなか った んだね 。」

「そんな ことないわ
。 あき らめち ゃ

だあよ。 どうして もニコニコす るまで

つづ けな くちゃ。」 と ミステ ィが 言 い

ま した。毎 日，二人のよ う精 は笑顔 を

小石 にかきま した。時々 ことば もかき

ま した。「ヤ ァー， 今 日は」 と か。 し

か し， ピンバ リィは毎 日，小石 をすて

て しま うのです。そ こで ミステ ィが言

いま した。「いそいで小石 をさが して

いると ころを見 ると， ピンバ リィはこ

のゲームを楽 しんでい ると思 うわ。」

翌 日フ ィムはにや．にや してい るワニ

の顔をか きま した。 それを見 た ピンバ

リィは片方 のまゆをあげ口の片すみを

ち ょっとあげま した。す ると ミステ ィ

は叫び声を あげそ うにな りま した。

それか らもフ ィムと ミステ ィはいろ

い ろお もしろい顔 をかきま した。彼 ら

は ピンバ リィの しかめっつ らが だんだ

ん ほ ぐれて くるのに気がつ きま した。

あ る日フ ィムはおそろ しくまゆをひ

そめた ものすごい顔 をか いて，その下

に ミステ ィの名前 をかきま した。 ミス

テ ィもフ ィムの顔を ピンバ リィがまゆ

をひそめてい る顔 に， にせてか きま し

た。 それか ら二人 はいっ しょにピンバ

リ ィの顔 を笑 って いる目と，耳 が ら耳

までと どきそうなにこに こ してい る口

の絵 をかきま した。そ して絵 をかいた

方 を上 に して， ピンバ リィの家の外 に

な らべ て聯きま した。

ピンバ リィが出て きて， この三つの

顔 を見 ま した，彼 は最初 の ミステ ィの

小石 をけって しまお うと思 ったがかが

んでそれ をひ ろい ました。少 し笑顔 に

な りかけま した。 フ ィムの顔のかいて

あ る小石 をひ ろった ら， だんだん と笑

顔が顔中 に広が って行 くよ うで した。

しか し自分の顔のかいてあ る石を見た

時，彼 は しん けんにそれを見つ めてい

ま した。そ してあ ちこちひっ くりかえ

して いま した。やがて大 きな声を立て

て笑 い出 しました。

翌朝 ピンバ リィが出てきた ら， ドア

ーの前 に大 きな平 らな石 が あ り ま し

た。 その石の上 にはハー ト型の紙がは

って あって，次の ことがかかれてあ り

ま した。明日，三時に一 パーテ ィー

を開 きますか ら私 たちの家 にどうぞい

らっ して下 さいお迎 えにまい ります。

お友 だちの ミステ ィとフ ィムよ り。

ミステ ィとフ ィ９ムは ピンバ リィが も

しか した らこないかと思 いました。 し

か し片側だけになった木 のところにや

って きた らピンバ リィが待 っていま し ．

た。彼は しかめっつ らを していま した

が 「行 くことに したよ。それはお前 た

ちがわ しをか らか うので，やめ させ る

ため じゃ。 で もわ しが笑 ってい る絵 は

気に入 ったよ。 もしか した ら，楽 しん

だ り，喜 ぶ ことがで きるよ うになるか

も知 れないね。 よ くわか ら な い が」

と。 フィムと ミステ ィは ピンバ リィが

彼 らにはずか しそ うにほほえみか けた

ので笑 い出 しま した。

「もちろん
，でますよ」 と彼 らは言

いま した。「あなたは小石 ひ ろ い 仲間

も 中 で一番楽 しい小石 ひろいにな りま

す ！いまにわか ります よ！」

（３１ ）



」

ぬ人が山田先生とならんで立っていま

した。

「おそいね，次郎君，大和先生 はお

待 ちだよ」と山田先生が言いま した。
の

有 名 な大和先生 の輝 く目を見て，次

郎 は心臓が とま りそ うで した。

「さあ， スケ ッチを見せて ご らん。

どん な松 の木 を書 いたかね。大 きいの

か い， それ とも小 さいのか い ？」

「ぼ……ぼ くは松 の木を書 きません

で した。」次郎 は言 いま した。

大和先生 はい きな り手を 出 して， 次

郎 の手 か らスケ ッチ ブ ックをと り上 げ

さっ と開いて．見ま した。

大和先生 は 目を丸 くしたか と思 うと

ぷ っ と吹 き出 しま した。次郎 は耳 まで

赤 くな りま した。

「ぼ……ぼ くは松の木 をスケ ッチ し

よ うと思 ったのですが ……」次郎 は 口

ご も りま した。「けれ ど もぼ くの 小 さ

なめいがね こを書いて くれ って言 った

んです。」

す ると大和先 生は 「その子に感謝 し

な さい」 と言 いま した。「だれ で も 松

を書 く。 だが これ は… …」そ う葺い な

が ら大和先 生はみんなが見 え る よ う

に，次郎 のスケ ッチを高 くあげま した。

「これは… こ うい うね このスケ ッチは

独 創力が あ ります。私 め松 の木 をただ

まね した もの ではあ りませ ん。」 彼 は

次郎の方を向 いて 「明 日，学校 が終 っ

てか ら私 のスタジオに来 な さい。君 の

スケ ッチが入賞 だ。」

次郎 の目は喜 びで輝 いていま した。

「あ りが と う」 そ う言 いなが ら次郎 は

大和先生 にお じぎを しま した。 それか

ら大 きな声 で笑 い出 しま した。彼 は家

に帰 えるのが待 ち切 れ ませんで した。

え みをぎゆっ とだ き しめて彼女 のため

にね こをた くさん一 何百 とい うね こ

を書 きたかったのです。 うれ しそ うな

楽 しそ うな ネコを一 。

南 極 の ・ふ し ぎ な 火

ア ル マ 。 シ ー ・デ ニ ー

れかがこの地球上のあるところだ

で，人の鼻がふ しぎな火によち

て，時々光を出すと言ったらあなたは

信 じないでしよう。で も，それはほん

とうのことなのです。

遠い南極では，雪を吹 き散 らすよう

な風がふ く日には，電気がおきてとが

（２８）

った物 はみな青 いかすか な光を はなち

ます。 それは人 の鼻で あった り， ラジ

オ塔 であ った り， どん なとが った物で

も同 じよ うに光 ります。 このふ しぎな

光 の ことは，何世紀 も前か ら船乗 りた

ちが知 っていま した。彼 らはそれを「セ

ン トエルモの火」 と呼 んでいま した。

小 石 ひ ろ い
ソル ヴ ェ ー グ ・ポ ー ル ソ ン・ラ ッセ ル 作

イムと ミステ ィは，ただのよ うフ

精 で， かたが わだけになっ．た山

リンゴの木 の南 にす んでい ま した。

彼 らのき らき ら光 る目は，い ろい ろな

ものをみる ことが できま した。だか ら

彼 らは， ある寒 い日，かたがわだけに

（２９ ）

／ ４ 一

、沼【ノタ 〆 「

なった木 のところにや って きたとき，

この木 になにか変 った ことがおきてい

るなあ と気がつ きま した。

「あの木 は前よ りまが
ってきた。木

の下 に何 かあるよ うだ。 しらべてみ よ

う。」 とフ ィムがいいま した。

木 の ところにつ くち ょっと前 に彼 ら

はお どろいて立 ちどま りま した。そ こ

には とて も気むずか しそ うな年 とった

一人 のよ う精が
，が っか りしたように

背 を丸 くしてすわ っていま した。

「ここにだれかが住 んでい ることを

知 りませ んで した。」 とフ ィ ムはて い

ねいに言 いま した。 「あなたのお名前

は ？」 と ミステ ィが ききま した。

よ う精 は しか めっつ らを しなが ら，

彼 らを見上 げて，「君 たちの知 っ た こ

とじやない。」 とらんぼ うに言い ま し

た。「でもお しえてあげよ う。 わ しの

名は ピンバ リィ ・パ ムだ。 小石 ひろい

のよ う精 の一人 さ。わ しの仲間は季節

が変 るごとに旅 をす る。けれ ど，去年

の秋 ここか ら出て行 く時に， わ しに こ

こに残 って いるよ うに と言 った。夏 に１

なった らまた あえ るだろ う。」

「小石 ひろい ？聞いた ことが ないで

す ね。」 と ミステ ィが言 いま した。 す

ると年 とった よう精 はに らみつ けま し



た。「小石 ひ ろい って聞い た こ とが な．

いん だって ？小石を ひろ って， しだの ．

たねを さがす のさ。 しだのたねで おい

しい スープがで きるんだ。仲 間は わ し

が屯まりお こりらぼくてきげんが恵い

か ら， わ しをおいて行 って しまっ た。

一冬一人 です ご した らよ くな ると思 っ

て いるのだろ う。 だが， それ はむ だな

こと じや。 よ くはな ら ないさ。」 あ、ま

りひ どい しかめ っつ らをす るので， ピ

ンバ リィの目は一直線 に な りま した。

「もっ と楽 しくなれ るように助 けま

しよ う。」 とフ ィムが言 いま した。「毎

日ち ょっ とだけに こに こすれ ばとて も

楽 しくな るのだがな あ。」「ごめんだ。

に こに こす るつ もりは ちっと もない。

さあ， さっ さと行 って しまえ。」

「も．し， 気が変 った ら． いつで もお

友 だ ちにな りますよ 。」 ミステ ィ は そ．

う言 って しかめつ らを している ピンバ

リ ィをその まま に して， フ ィム とい っ

しょに行 って しまい ま した。

翌 日，彼 らはかたが わだけにな った．

木 とその周囲を見お ろせ るところにや

って来 ま した．。彼 らは， ピンバ リィ ・

パ ムが小石 をひ ろって はひっ く りかえ

して， しだのたねを いっ しょうけんめ

い さが して いるのを見 ま した。．

「彼が一人ぼ っちで， あんなにつ ま

らなそ うな のを見 ると， ぼ くかな しく

な るよ」 とフ ィムが言 いま しだ。

「私 もそ うなの」 と ミステ ィも同 じ

気 持 で した 。「彼 があの ままで も い い

と思 って いて も， どっ ちに して も，私

た ちが何か考 えて彼 を助 けてあ げ られ

る・か も知れ ないわ。」

フ ィムは目をと じて， とが った目を

動 か しま した。「小石 に関係 のあ る こ．

とでな くて はな らないわね。 なぜ な ら

それ しか興味が ないのだか ら。 に こに

こさえ して くれれ ば……。笑顔 は人 に

伝 わる……」 とフ ィムは途 中まで言 い

か けて それ か．ら 「わか った．／ ミ ス テ

．イ
， きみ の クレヨンをぜんぶ つかって

いいか い ？」 と言 いま した。

ミステ ィは うなず き フィムの考 えを

きこ うと思 い地面 にすわ りま した。

翌朝早 く， フ ィムと ミス テ ィは しの

びあ しで，片側 だけになった木 の とこ

ろにや ってきま した。根 もとか らきこ

え るいびきで， ピシバ リィ ・パ ムはま

だ眠 ってい ることがわか りま した。彼

らは気 むずか しいよ う精が小石をひ ろ

ってい るところへそ っと行 きま した。

「彼 らはポケ ッ トの中か らクレヨン

を出 して， すべすべ したい くつかの小

石 をみつけてはその上 に丸いに こに こ

顔 をか きま した。そ してかいた方を下

に して地面 にお きま した。それか ら近

くの しげみの中にか くれ ま した。

しば ら くして ピンバ リィ ・パ ムが 出

て きて，小石の上を ざ くざ くと歩いて

きま した。 ミステ ィとフ ィムは彼が最
．初 の小石 をひ ろ

って， ひっ くりかえす

ウ

（３０ ）

諦噛 野 窃 騨

場 に立たせ ま した。「い うことを 聞 か

なければ，ぶつよ。ほん とうだよ…え

み」

次郎 はスケ ッチ ブックを勢 いよ く開

いた時， えみの小 さな体 がふ るえてい

るの に気がつ きは っと しま した。 えみ

の顔 には涙が いっぱい こぼれていま し

た。次郎 はえみの顔を ちら りと見 て，

恥ず か しさのあま り胸が しめつけ られ

るよ うで した。彼 は兄 さんが 自分にえ

みをたのんで行 って しまった ことをえ

みのせいに していたのです。

「……泣 かないで
」 と次郎が言いま

した。

「もうわた し．の ことき らいなの ？」

悲 しくなって しまったえみ は息 もとま

りそ うに泣 き じゃ くってい ま した。

次郎 はため息 をついて，彼女を 自分

の方 に引 きよせてだきま し た。「そ ん

な ことはないよ。 ほんと う に 好 き だ

よ。 い じわ るしてわるかったね。 ごめ

ん よ。」 えみは泣 きやみ ま した。 そ し

て恐 る恐 る次郎 の方をむいて ほほえみ

ました。

「ねえ
，わた しに子 ねこの絵を書い

て ち ょうだい」彼女 はね だ りま した。

「ああ，ぼ くは松 の木 よ りね この方

が うまいんだゴ言 いなが らあっとい う

間に大 きな口をあけあ くびを してい る

お も しろい子 ね この絵 を書 いたので，

えみは喜 んで笑 い声 をあげま した。

「ねむそ うな小 ね こだ」ね とえみ は

叫 びま した。次郎 はほほえ んで，今 は

ただ心 の中は書 く喜 びでいっぱいで，

うれ しそ うなね こを書 きま した。お こ

ってい るね こも書 きま した。次 にいす

の クッシ ョンの上で眠 っているだき し

めたいようなかわいい子 ね こをかいた

ら，彼 とえみ は笑い出 しま した。

その時 「次郎，そ こにいたのか 。」

とい う俊夫 さんの声 が きこえて きま し

た。 えみは次郎 にち ょっとほおず りを

してか ら， お母 さんの ところへか けて

行 きま した。

「あ りが と う
。めん どうをかけたん

．じやない
。」えみのお母 さんが言 い ま

した。

次郎 は立 ち上 って，ていねいにお じ

ぎを しま した。大和先生 と勉強す る機

会を失 った ことは彼 らに言 って も仕方

がない と思 いま した。彼 は時計 を見 ま

した。 すでに一時 はす ぎていま した。

集 合場所 に もどると，お友 だちは も

う皆集 っていま した。背の高い見知 ら

（２７ ）
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悲 劇 か

宿 命 か

スペ ンサ ー Ｗ ．キ ンボー ル長 老

頃多 くの悲惨な出来事が発生し，多くの人々はこうした悲劇近

から主を非難 し，悲劇と思われることにくじけているが，私

はここで緊張をやわらげ，真面目な考え方に活気を与え，かつ， し

ばしばたずねられながらも，めったに答えられていない若干の問題

にい く分答えられる二三の所信を述べてみたいと思 う。

ある新聞に次のような見出しがあった。 「墜落事故４３名死亡」，

「山の惨事生存者なし」。 これを読む大勢の人たちは， 「なぜ主は

このような恐しいことを起 されたのであろうか」と一斉に声をあげ

て言うであろう。

ある子供が精神薄弱児 として生まれ，決 して正常な生活をするこ

とができなかった。なぜ，主はこのようなはくだつをし，重荷をこ

の子におわせられたのであろうか。

私はこれらの質問に答えることができればよいと思う。いつかわ

れわれは理解 し，満足するであろう。次は私自身の結論であり，こ

れらの結論に私は全責任を持つものである。

神 と 悲 劇

私は皆 さんにいくつかの質問をしたいと思う。

飛行機を山間に入れ，搭乗員の生命を奪ったのは主であったであ

ろうか。それとも機械の欠陥であったか，または人間の過失であっ

たであろうか。

主はこれ らの悲劇を防 ぐことができるであ ろ うか。 その答えは

「しかり」である。主はわれわれの生活をコントロールするあらゆ

る力を持たれ，苦 しみより救い，あらゆる事故を防ぎ，あらゆる飛

行機や自動車の行き先を教え，またわれわれに食を与え，われわれ

を守 り，仕事，労苦，病気，死からさえ救いたもうのである。

しかしそれがあなたがたの望む ことであろうか。あなたがたは，

自分の子供たちが苦労 したり，失望 したり，誘惑を受けた り，悲 し

んだり，苦 しんだりするのを見て，す ぐにかばうであろうか。

根本的な福音の律法は自由意志ということであり，注意深い，正

しい生活を強制することは， この根本的な律法を無視することにな

り，成長を不可能にさせてしまう。

主がわれわれに試練を与えてそれにうち勝たせ，責任を与えて努

力させ，仕事を与えて鍛練 し，悲 しみを与えて心を試めされるとい

うことには深い知恵がないと言えるであろうか。

われわれは力を試されるために誘惑を受けたり，忍耐心を得るた

めに病を与えられたり，不死不滅と栄光とを得 られるように死を与

えられてはいないだろうか。

はじめに，創造主はモーセに次のように説明された。

「 サタンわれに叛きて，われ主なる神のすでに人に与え

たる自由意志を滅ぼさんとなし，……」 （モーセ４ ：３）

「また主，アダムに言いてのたまわく，汝らの子 らは罪の中に宿

さるる故に，すなわち彼ら成長し始むるやその心に罪を宿す。而 し

て善き事を賞美するを知らんがために，苦きことを味わうなり。而

して彼らは善悪を区別する力を与えらる。然るが故に，彼 らは自由

意志をもつ者なり。……」 （モーセ６ ：５５～５６）
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「主にあ って死ぬ」人たち

主が死とい．うものを常に呪いであるとか，悲劇であるとかお考え

にならなかったことは明らかである。なぜなら主は言われたｂ

「……主にありて死ぬる者は幸福なるかな。……」 （教義と聖約

６３：４９）

生活は絶えず続き，自由意志 も続 くのであり，災難であると思わ

れる死は仮面をかぶった祝福ともなる。

メルヴィン ・Ｊ・バラー ドは次のように書いている。

「私は６歳になる子供を亡くした。私はその子が死後，霊界にい

ていかに自分の選択の自由を行使して相手となる人を得 る か を見

た。時が来れば，その子と価値あるすべての人々に，主の宮のすべ

ての祝福とシー リングの特権がもたらされるであろう。……」 （メ

ルヴィン・Ｊ・バ ラー ド 「三つの光栄」より）

もし早 く死ぬことが災難であったり，悲劇であったりすれば， こ

の世の生活は，霊界に入 り，そして後に救われて最高の光栄へ進む

よりはるかに良いということにな り，この世が完全なところである

なら，死は全くのつまづきとなって しまう。しかし，死は何ら悲劇

ではなく，罪の中にのみ悲劇が存在するのであると福音ははっきり

と教えている。

私は第一次世界大戦中に戦死 した若い学徒の葬式で話をしたこと

がある。戦争によって何千何万という若者たちがつぎつぎと永遠の

世界に送 られたが， これらの義 しい若者たちは，とらわれている霊

たちに福音を宣べ伝えるために霊界へつかわされたということを私

は信じている。

「死者の贋い」に関する示現の中で， ジョセブ ・Ｆ ・スミス大管

長はまさにこのことを見たのである， これは１９１８年１０月 ３日のこと

で，この日彼は洪水前に関して特にペテロの書簡を研究していたδ

彼は次のように書いている 。

「……書き誌されているこれらの事柄を熟考 していると，私の理

解のまなこが開かれ，主の 「みたま」が私の上にやどり，私は大勢

の死者の群を見た……。

この義 しい大勢の人たちは救い出される時をよろこび，待ちつつ

語 りあって帆た……。神の子が現われて，このように信仰あつい，

とらわれの身の人たちに自由を宣言 したまい，また死からの願い，

及び悔改めを条件とする個人の罪からの腰いに関する説 き明かしを

された。 しか し主は悪人たちのところへは行かれなかった。またこ

の世にある時に，自らを汚したり，悔改めなかった人たちの間にも

主の御声はあげられず，古代の予言者たちの証詞 と警告を拒絶 した

人たちは，主の御座を見ることも御顔を仰ぎ見ることさえ出来なか

った……。……私は，主が真理を拒絶 した不従順な人たちや悪人た

ちの間には行かれなかったことを感 じとった。……しか し，義しい
．人たちの間から見ると神の御子はそ

の軍勢を集めたまい，彼らに出

て行 って福音の光明をもた らすように命 じたのである。

……績い主は霊界にてその時を過され
，肉体にある時に照い主に

ついて証 した忠実な霊たちに指示を与えて，この照いのおとずれを

すべての死者にもたらすために用意をさせた。これらの死者のもと

に主が自ら行 くことができなかったのは，彼 らが反叛 と罪を犯 した

霊であったからである。」

スミス大管長は続けて次のように言 っている。

「義しい人たちのこの大集会に集 った偉大な，力ある人たちの中

には，父なるアダムがいた。またイヴとその多 くの息子，娘…最初

の殉教者アベル，也ツ，ノア，……偉大な大祭司セム，アブラハム

ド

イサク，ヤコブ，モーセ，エゼキエル，ダエエルがいた…これらす

べてとさらに多くのもの……ニーファイ人の間に住んでいた予言者

も……予言者 ジョセブ・ス ミス，と私の父であるハイラム ・ス ミス，

ブ リガム・ヤング，……その他選ばれた数々の霊たちが霊界に見ら

れ＃。私は，彼 らがまた始めより，神の教会を統治する者として選

ばれ斥高貴にして偉大なる霊たちの間にあったということも観察し

た……。

私はこの神権時代の忠実な長老たちが，この世を離れた後も，悔

改めと購いの福音を宣べ伝える仕事を続けているのを見た。」（ジョ

セブ ・Ｆ ・ス ミス 「福音の教義」Ｐ４７２～４７６英文）

死は，その時に好機への扉を開くことであり，この示現によって

解ける疑問もあるであろう。

もしすべてが癒されたなら……

さてわれわれは，義しい人が殺されたり，若い父親や母親が家族

から取 り去られたり，おそろしい死がおとずれたりする時に，多く

の人々がとても批判的になるのを知っている』ある人は何回も祈っ

たのに答えられなかったようだと怒り，またある人は聖なる人によ

る儀式が無視され，敬慶な祈りによっても回復 しなかったと言 って

信仰を失ない，ひね くれて しまう。しかしながら，すべての病人が

．癒され，すべての義人が保護され，すべての悪人が亡ぼされるとす

るなら，天父なる神の全計画は全 く無効になり，福音の根本である

自由意志の原則は意味のないものとなってしまうであろう。

苦痛，悲 しみ，あらゆる罰が直ちに悪を行う者の上にもたらされ

るなら，いかなる人もあやまちを繰りかえすことはないであろう。

また良い行いをする人に，喜びと平安と報いが直ぐに与えられるな

ら，いかなる悪も存在し得ないし１すべての人は善で，力のためし

もなく，人格の発達もな く，能力の成長も自由意志もなくなってし

まい，サタンの思うがままになるだけであろう。

われわれの利己的な欲望と限られた理解に従 って，すべての祈 り

が直ちに答えられたならば，苦しみ，悲 しみ，失望や死でさえもほ

とんどなくなることであろう。そしてこれらのものが無いとすれば

喜びも，成功 も，復活も，永遠の生命と神の存在もまたなくなって

しまうであろう。

「それはすべての物事には必ずその反対のものがなければならぬ

からである。…… （正義…∵不正） （聖潔：・…憐 むべ き様） （善…

…悪……） （亙ニーファイ２：１１）

病人が癒 しの儀式を執行され，十分な信仰があり，また死の命を

受けざる者」 （教義と聖約４２：４８）であるなら，必ず癒 されるとい

う確信をわれわれは主により与えられている。 ここに三つの要素が

ある。
サ ゼプ　

多くの人々はその儀式に従わないし，さらに多 くの人は喜んで受

けようとしないか，または十分な信仰を行いにあらわすことができ

ない， しかし重要な要素と思われるものは他にもある。それは 「死

の命を受けざる者であれば……」ということである。

神のすべてのわざには目的があり，神は始めより終 りまで見通 し

たもう．のである。何がわれわれ人間を打ちたて，あるいは亡ぼすか

また何が計画をさまたげ，何がわれわれに最後の勝利をもたらすか

を知 りたもうのである。

限られた洞察力をもった限りない力

神権の力は限りないものであるが，神は賢明にもわれわれ一人一
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人にある種の限定を与えられている。私は自分の生活を完成するに

つれて神権の力を発展させることができるのである。私はその神権

を通 してさえも，かならずしもすべての病人を癒すことができない

ことさえあるのを感謝している。私はもはや息絶えんとしている人

を癒し，苦しんでいる人を苦 しみより救 うことができるかもしれな

いが，神の目的をとどめてしまうのではないかとおそれ る のであ

る。

もし私が限りない力を持つと同時に限られた洞察力と理解力とを

持っていたなら，アビナダイが火あぶりされた時，彼を炎の中から

救い出す ことが出来ていたかもしれないし，またそうすることによ

って，私は彼をだめにして，より低い王国にとじこめでしまうこと

も出来たであろう。 しかし，アビナダイは殉教したのであり，殉教

者の報い （すなわち昇栄）を受けたのであるｑその半面 アビナダイ

は地上に生きながらえて，信仰と勇気と美徳さえも失い，その結果

昇栄の機会を失うこともできたであろう。 もし私が無限の力を持 っ

ていたら，パウロを敵から守ってあげたいと思っていたであろう。

私はきっとパウロの．「肉のとげ」を癒 し，そうすることによって

計画を無効にし，パウロをより低い光栄に追いやってしまったであ

ろう。パウロは三回祈 りを捧げて， 自分から 「とげ」を取 り除いて

くださるようにと主に願ったのであるが，主は彼の祈りに答えられ

なかった。パウロは雄弁で，丈夫で，顔立ちがよく，自分を謙遜に

させるものから遠ざかっていたとしたら，何度も道に迷うことがあ

ったであろう。パウロは述べている。

「そこで，高慢にならないように，わた しの肉体に一つのとげが

与えられた。それは，高慢にならないように，わたしを打つサンタ

の使いなのである。

ところが，主が言われた， 「わた しの恵みはあなたに対 して十分

である。わたしの力は弱いところに完全にあらわれる』。 それだか

ら，キリス トの力がわた しに宿るように，むしろ，喜んで自分の弱

さを誇ろう。だから，わたしはキリス トのためならば，弱さと，侮

辱 と，危機 と，迫害と，行き詰まりとに甘んじよう。なぜなら，わ

た しが弱い時にこそ，わたしは強いからである。」（丑コリン ト１２：

７， ９～１０）

パウロのそのような癒 しは彼をだめにしていたかもしれない。

１８４４年 ６月２７日に，もし私がカーセージの牢獄にいたとしたら，

予言者と祝福師の体を貫いた弾丸をおそらくそらして，私は彼 らを

苦 しみや苦痛より救い出していたかもしれない。 しかしそうであれ

ば彼 らに殉教者としての死と報いをも与えることが な か っであろ

う。私はその決断をする必要がなかったことをうれしく思 っ て い

る。

私はそのような抑制されない力をもって，軽べつ しいばらの冠，

法延における侮辱と肉体上の傷害よりキ リス トを守 りたいと感 じ，

電光によって迫害する者を打ち倒していたであろう。

キリス トが十字架にはりつけにされた時，私はキ リス トを救いだ

し，傷の手当をして癒 し，気付薬の代りに冷い水を与えていたであ

ろう。私はキ リス トを死より救い出 し，この世に績いの犠牲を与え

ることなく，全ての計画を無効にして しまったかもしれない。・

あなたがたは，自分の愛する人たちに生命をあえて再び得させよ

うとするであろうか。私 自身はそうすることをためちうであろう。

私は・「すべてにありて汝の御意のならんことを。汝，最も良きこと

を知るが故なり」 と祈 ることができるのを心か ら感謝 している。私

は最後的な決断をする力を持 っていないのをうれ しく思う。もしそ
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の力を持っていたら，われわれは愛する人たち書能力や力の失われ．

た状態すなわち恐しい破滅へ と追いやってしまうかもしれない。

死一 人生の一つの経験

すべての人は死なければならない。死は人生の重要な部分であり

もちろん，われわれはその変化のための準備が全 くできていないし

また死がいつもたらされるかを知 らずに，生命をながらえようと一

生懸命に闘っている。

なぜわれわれは死を恐れるのであろうか。われわれは病人のため

に祈 り，苦 しむ人たちのために祝福を与え，苦しみを癒 し，やわら

げて，死期を引延ばすことができるように，主に歎願するのである

が，永遠とはそれほど恐ろしいものであろうか。それほどこわいも

のであろうか。

予言者ジョセブ ・スミスは次のように強 く述べている。

「主は人のうらやみ，この世の悲 しみと罪悪より逃れさせるため

に，多 くの人の生命を幼い時にさえ取 りさりたもう。 このような幼

児たちは，この世に住むには，あまりに純潔で，愛 らしすぎたので

ある。．だから正しく老察するなら，われわれは，彼 らが世の罪悪よ

り逃れられたことを，悲しむどころかうれ しく思 うのである。われ

われは彼 らと再会するのである。若 くして死ぬ人と年老いて死ぬ人

との唯一の相違は，一方は他よりも天国と永遠の光明と光栄の中で．

より長く生活するということで， この悲 しい世界より少 しばかり佃

く逃れるということである」。

「誠に，この後主にありて死ぬる者は幸福なるかな。……彼ら死

にし者よりよみがえり，その後死ぬことなく……，而 して主の来る

時生き永 らえ，信仰を保つ者は幸福なるかな。さりながら，その人

齢充つれば死梅るべ く命ぜ らる。」（教義と聖約６３：４９～５０）

すべての人はたとえ大きな信仰をあらわ しても，常に癒され助け

られるとは限らない。主の御言葉に再び耳を傾けてみよう。

「また，教会の長老を二人またはそれ以上呼びてその人の為に医

しを祈 り，わが名により按手を為すべ し。而 して，もしその人死ぬ

る時はすなわちわれにありて死 し，その人生 くる時はすなわちわれ

にありて生 くるなり。汝相愛 して共にこの世に生きよ。されば死に

．たる者を失いたるために涙を流 し，ことに栄光ある復活の望みを有

たざる者のためにいよいよ歎き悲 しめ。およそわれにありて死ぬる

者は死を味わうことな し。そは死は彼らにとりて甘ければなり。ま

た，われにあらず して死ぬる者は禍なるかな。そは死は彼らにとり

て苦ければなり。重ねて言う。およそわれにありて医さるべき信仰

ありて，死の命を受けざる者は医さるべ し。」（教義と聖約４２＝４４～

４８）

「もし死の命を受けていないなら」これはきわめて重要な言葉で

ある。私は死ぬ時があると確信している。私は運命論者ではない。

多 くの人々は不注意であったり，肉体を乱用したり，不必要な機会

にあずか ったり，危険，事故，病気などに身をまかせたりしている

ので， 「主の命 じる死期」が来る前に死ぬと思いこんでいるのであ

る。

∫．近代の啓示の中に次のごとく書かれている。

「われまた汝に告 ぐ，わが僕 ライマン ・ワイ ト謙れる精神を以て

シオンのため教えを宣べつずけ，・‘…・されば，われは鷲の翼に乗る

如 く彼を背負わん。………か くして彼その業を完うせむ時は，われ

の彼を迎えること今われと共にあるわが僕デビッド・パ ッテンを迎

えたる如く，またわが僕エ ドワー ド・パー トリッジまたアブラハム



と共にその右の方に坐する老いたるジョセブ ・スミス （初代）を迎

えたる如 くにして，彼は祝福を受け且つ聖き者たらん。彼はわがも

のなればなり。」（教義と聖約 １２４＝１８～１９）

デビッド・パ ッテンは殉教により祝福されたと言 うのは非常に革

命的であると思われるが．偉大な目的のために死ぬのは何んと輝か

しいことではないか。デビッド・パッテンは 「……われの彼を迎 う

ること今われと共にあるわが僕デビッド・パッテンを迎える如 く…

…」 という言葉の証人として，彼は昇栄という高い光栄を確信 して

いた。

また洪水以前の人たちに関して，次のように書かれている。

「あなたは悪 しき人々が踏んだいにしえの道を守ろう とす る の

か。彼ら【ま時がこないうちに取 り去られ，その基は川のように押 し

流 された。彼 らは神に言った， 「われわれを離れて ください」と，

また ｒ全能者はわれわれに何をなしえようか』と。」（ヨブ２２：１５～

１７）

伝道の書に次のような言葉がある。

「天が下のすべての事には季節があり，すべてのわざには時があ

る。生るるに時があり，死ぬるに時があり，植えるに時があり，植

えたものを抜くに時がある。」（伝道の書 ３：１～ ２）

「悪に過ぎてはならない。また愚かであってはな らない。あなた

はどうして，自分の時のこないのに，死んでよかろうか。」（同上 ７

：１７）

私は，われわれが時がたたずに早 く死ぬことはあっても， （例外

はあるけれども）めったに自分の 「時」以上に長 く生きることがな

いと信じている。

２５歳のユダヤの王ヒゼキヤは，その後継者や前の王たちよりはる

かに，神の教えを守っていた人であったが，そのユダヤの王には天

与の死期が与えられていた。

「そのころ，ヒゼキヤは病気になって死にかかっていた。アモツ

の子予言者イザヤは彼のところにきて言 った。主はこう仰せられま

す， 「家の人に遣言をなさい。あなたは死にます。生きながらえる

ことはできません』」。（列王紀下２０：１）

ヒゼキヤはわれわれのように生命を愛していたので，壁に顔をそ

むけてひどく泣いた。

「「ああ主よ，わたしが真実と真心をもってあなたの前に歩み，あ

なたの目にかなうことをおこなったのをどうぞ思い起して くだ さ

い』。そして ヒゼキヤは激しく泣いた。」（同上２０：３）

ヒゼキキには，われわれのように，生命にすがりつき，それを守

りたいという気持があったのは全 く当然のことであった。

主は彼の祈 りを聞きとどけて くださった。

「……わたしはあなたの祈 りを聞き，あなたの涙を見た。見よ，

わたしはあなたをいやす。……かつ，わた しはあなたのよわいを１５

年増す。わたしはあなたと， この町とをアッスリヤの王の手から救

うであろう。」（同上２０：５～６）

主は御計画を少 しお変えになり， ヒゼキヤにさちに１５年を与えら

れて，ユダヤをアッス リヤから解放された。またアビナダイも 「死

の時」が くるまでは殺されなかった。

「私にさわるな。……神が必ずあなたらをうち破りたもうであろ

う。私は主が私をつかわして伝えさせようと思いたもう＃使命をま

だ果 していない。……それで，神は私が今亡びるのを許 したまわな

いめである。・…・・あなたらは私を殺す力がないことを自分で知って

い る。……」 Ｇ』一サヤ１３：３， ７）

彼は自分の使命を果すまで充分に保護され，その後に殉教 したの

である。

何千人もの人々を改宗させたヒラマンの息子の リーハイとニーフ．

アイは食物 も与えられずに牢屋につながれていた。追害者は二人を

殺そうとしたが，二人は火の柱のようなものにとりまかれた。

その宣教者たちは大胆に語った。 ・

「ご・・…汝 らがわれらを捕えて殺せないのは……」

地が激 しく震い，牢屋の壁がゆり動いて，一つの声が聞えた。

「……黒雲の上にあるかのように聞えて，……わが僕らを亡ぼさ

んとすることをやめよ。」（ヒラマン５：２６，２ｇ）

しばしば照い主は 「わたしの時は来ていない」と述べ て お られ

る。 しかし，主は最後にエルサレムに来られる時に，弟子たちに向

い， 「わたしの時が来た」と宣言なさった。

ヒーバー ・Ｃ ・キンボールは主によりまれな約束を与えられた。

それは自分の行 く末を支配するとい う約束であった。彼はアブラハ

ムに与えられたような， とて も考えられないような一つの試練を与

えられたのである。彼は不安 と当惑の中で，主に願い求めて くれる

ように予言者ジョセブ・ス ミスにたのんだ。そして予言者は次のよ

うな啓示をうけた。

「行きて，命 じられたるごとくになすよう彼に告げよ。我もし彼

に背教の危険あるを知 らば，彼を我が もとに取 りあげん。」（オルソ

ン ・Ｆ ・ホイットニー著 「ヒーバー ・Ｃ．・キンボールの生涯」）

信仰をもって神と共に歩む

神はわれわれの生活を治め，われわれを導き，祝福されるが，わ

れわれに自由意志を与えておられる。われわれは神の御計画にのヶ

とった生活をすることもできるし，またおろかにもわれわれの生活

の期間を短くしたり，終 らせたりすることが出来る。私は，主がわ

れわれの行く末を計画 しておられることをよく知っている。われわ

れは生活を短縮することはできても，．決して長びかせることはでき
．
ないと考えている。いつか完全に理解するであろうが，未来の立場

か ら，過去をふりかえってみる時に，われわれにとって理解 しがた

く思われたこの世の多 くの出来事に満足しているであろう。われわ

れはこの地球に肉体と経験を得るために来て，そこで喜 び と悲 し

み，苦 しみと安 らぎ，平安と困難，健康と病気，成功 と落胆などを

経験するであろうし，死ぬであろうことも，生れてくる前に知 って

いた。われわれはこうした好ましい事柄，好ましからざる事柄の両

方を喜んで受け入れるためにこの世に来たのである。われわれは疑

いなくたとえそれが不具であっても喜んで肉体を得たいと考えてい

たのであり，たとえ一日，一年，一世紀でもよいからこの地球にや

って来る機会を熱心に求めたのである。おそらく，われわれは自分

が病気や事故や老衰で死ぬなどということにあまり関心がなからた

であろう。そして与えられたこの世の生活をよろこんで受け，それ

に不平も，つぶやきもまた気まぐれな要求もしないで生活し，治め

てゆこうと考えたであろう。われわれは時々前途に何が横たわって

いるか知 りたいと老えるが，まじめに老えると，一日一日を受け入

れて，その日を高めて輝かし．い日とする必要を感じるのである。

若い兄弟姉妹，人生は，それをよくおさめて，自分のものとする

時に，すばらしいものとなる。人生は実に大きな機会であり特権で

ある。神が，知識 知恵，信仰，働きを増すために，われわれすべ

てを祝福され，永遠の光栄へ とお導きくださらんことをイエス ・キ

リス トの御名によって祈りたてまつる。

１５５
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ＹＷＭ ＩＡ 管理会長 フ ロ ー レ ン ス Ｓ． ジ ェ イ コ ブ セ ン

言者 ジ ョセブ ・ス ミスに会 う前 のブ リガム ・ヤングは

予
どの ような人 であ ったか。彼 は ２人 の少女の父親 ，聖

書 の愛読者，勤勉 なガラスエ，ペ ンキ屋 ，指物師，大工， そ

して教会 の新 しい会員で あった。 それか ら彼 は予言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスに会 って霊感 を受け， 文字 どお り一人 の偉大 な宣

教師，開拓者，実業家， そ してその世紀 の宗教指導者 となっ

たので ある。

ジ ョン・テイ ラーが予言者 ジ ョセブ・ス ミスに会 う前は少 し

は名の知 られた メソジス ト派 の牧師で あったが， ジ ョセ ブ ・

ス ミスか ら霊感 を受 けて，類 まれ なる宣教師，す ぐれた編集

者，事業 の創始者 とな った。 ジ ョン ・テイ ラーはまた，教会

の大管長 に もなった。

同 じこの偉大 な予言者 に会 う前のオル ソン ・プ ラッ トはど ・

のよ うな人 であったか。彼 は１９歳の少年で，学校教育 は少 し

しか受 けて お らず， ９年間家 もな くさまよい，パ ンを得 るた

めに， また身 にまとうものを手に入 れ るためにあ らゆる仕事

について働 いた。そ の後彼は２１ケ所 で伝道 し，１６回大西洋 を

横 断 し，説教 し，書物を書 き，何千人 もの人 々を改宗 させた。

彼 は宗教 に関す る， また科学に関す る論 文を書 き，数学 と哲

学 を教 え，学校を設立 し，開拓 者の村 をつ くった。

１８３１年１１月におけ るオル ソン ・ハイ ドはどのような人であ

ったか。彼 は２６歳で，町の小 さな店 の店員 であった。彼は予

１５６

言者ジョセブ ・ス ミスから霊感 と力をうけ，その言葉をもっ

て偉大な宣教師となった。１８４１年に金 も紹介状 も政治的援助

もなしに，世界のユダヤ人の宗教指導者を訪問 し，エルサレ

ムのオ リブ山上で，ユダヤ人がパレスチナに集合するよう奉

献の祈 りを捧げた。 これらの人々のうち幾人かは教会の偉大

な人々であり，その名は教会にも世界にも知 られている。 こ

れら数千人の人々すべてが教会において，社会において，あ

るいは世界的に必ず しも著名なわけではないが，彼 ら個人個

人の歩んだ道においてそれぞれ偉大なることを成 しとげてい

るのである。

キャロル ・アンダーソンがＭ ＩＡのグリーナーのクラスに

出席する前はどのような人であったか。Ｍ ＩＡのその クラス

の教師は大きなデパー トの広告係であった。１９３０年のアメリ

カの不況はキャロルの家族に対 して決定的な打撃を与えた。

教育のための余分の金は全然なくなり，大学のあるところま

で行 くためのお金 さえなかった。グリーナーの指導者は次の

ように提案してこの問題を解決 した。 「もしあなたが毎週土

曜日私の家を掃除 してくれたら私はあなたに広告宣伝の基礎

的な技術を教えてあげよう。」

キャロルはその仕事をやった。グリーナーの指導者の約束

は守 られた。キャロルは次第に宣伝広告の分野においてす ぐ

れた手腕を身につけ，名も売れていった。原稿係から広告業



者 になるまで，すべてはそのグ リーナーの指導者が世話 して

くれ た。

１２歳 のビル ・アン ドラスが彼 のスカウ ト・リーダーに会 う

前 はどの ような人 であ ったか。 ビル は， はにかみやで内気 な

はきはき しない少年であった。 ビルが今Ｍ ＩＡの少年 とな り

つつ あるのはなにによ るのだろ うか。

１４歳 のサ リー ・ジェームスがＭ ＩＡの女性 の教師 に会 う前

はどのよ うな人 であったか。 サ リーは非常に反抗 的で，親 し

みが な く，Ｆつ きあいに くく，そ して不幸であ った。 そのサ リ

ーが今Ｍ ＩＡの少女 とな りつつあ るのはなにによ るのだろ う

か。

Ｍ ＩＡに出席す る前 のジェーン ・クロウリーはどのような

人 であったか。 ジェーンは悪の世界 にはま りこんだ少年で あ

った。彼女 は不道徳な酔 っぱ らい と麻薬患者 の集団 に誘われ

たのであった。 ある日カナダか ら遠 く離 れた ところで この少

女 はＭ ＩＡに招かれた。彼女 はは じめ こう考 えた。 「私 は不

道徳 と酔 っぱ らい と麻薬を知 ってい る，他 に何 を知 ろ うとい

うのだろ う。」彼女 はその招待 に応 じた。 その 日の夕方指定 さ

れた時間 に新 しい友だ ちと腕 を組 んで，新 しい人生 に入 るた

あ，ＬＬＤ Ｓ文化 ホールの光 りかがや く光景 の中 に歩いてい っ

た。

ジェー ンは開会 の歌 を聯 ・， そ して考 えた， 「なん と上品

なそして楽 しい歌 なのだ ろう。」彼女 は祈 りが捧 げ られ たとき

頭 を さげ，天父 と自分だ けが一緒 にい るよ うに思 えるこの美

しいひ とときに感謝 して少 しばか り彼女 自身 の感謝 の言葉を

もその祈 りにつ け加え たのであ った。入 々が立 ちあが り，確

信 に満 ちた声 で， モル モル経の ニー ファイ第 １書 ３ ：７の聖

句を くりかえ して朗読 した。 「私 は主 が命 じた もうことを行

って行 う。私 は，主が命 じたもうことには，人が それ を為 し

とげるために前以 って ある方法が備えてあ り， それ でな くて

は，主は何の命令 も人に下 したまわないことを承知 している

からである。」

その晩はず うっとこころよい音楽が流れ優雅なダンスが行

なわれていた。幾人かのすてきな清潔な若者がジェーンをダ

ンスに誘った。空気はさわやかで光は暖かい色彩を投げかけ

ていた。彼女のパー トナーはきちんとした服装をし，その魅

力的なリー ドで彼らは一体 となっていた。 「私は世界中にこ

んなすば らしい場所があるとは信 じられないくらいです。」と

彼女は言った。

Ｍ ＩＡはジェーンにとって新 しい世界への第一歩だった。

彼女が証詞を持った最初の場所がここであった。’そしてそれ

は大きく育っていった。何回もＭ ＩＡにつどい，何回も宣教

師との集会に出席し，祈 りと断食の後ジェーンはバプテスマ

’を受けた
。彼女はＭ ＩＡで永遠の伴侶にあった。彼 らは神殿

で結婚をした。今や彼 らには４人のかわいい子供があり，福

音の計画にもとずいて成長 している。

ジェーンがＭ ＩＡを知 らなかったら今ごろどこにいたであ

ろうか。

ジ ョセブ ・ス ミスがもっていた，教会の偉大な人 々を動か

す力は何であったであろうか。Ｍ ＩＡがもっていた若者達の

生活を良くする力は何であったであろうか。答は 「イエス ・

キ リス トの福音」であり，それは霊感の基礎である。それは

若い男女に力と熱意と，現世において彼 らが召された仕事を

なしとげるならば義なる天の神は彼 らを祝福するであろうと

いう確信である。Ｍ ＩＡは生活を改善させるのである。

すべての少年少女は神から与え られた可能性を も って い

る。少年少女がみな福音の計画を学び，それを活かすことに

おいて喜びと幸福を感 じ，永遠の結婚の準備をし，子供達が

主を愛し，彼 らのためにこの世が備えている喜びと祝福を受

けるようにしむけることこそＭ ＩＡの目的である。

Ｍ ＩＡでは家族で鑑賞す る劇として上演するのに適当な短編及び長編の脚本

を出版するために自下検討中です。ＬＤＳの標準に合ったもので，特定の国ま

たは地域の言語や文化をもりこんだ内容のものが考慮されます。『百年祭』（Ｍ

ＩＡ創設百年記念祭）で上演す るためにほとんどすべての少女がキャス トとし

て出演できるような脚本を急募 しております。版権は当方で購入いたします。

適当な脚本がありましたら次のところまでお寄ぜください。 Ｍ ＩＡ Ｄｒａｍａ

Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ，７９ＳｏｕｔｈＳｔａｔｅＳｔｒｅｅｔ，ＳａｌｔＬａｋｅＣｉｔｙ，Ｕｔａｈ８４１１１，ＵＳＡ
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神 の 子
典には，先祖と血統をさかのぼるのに非常に役に立つ聖

沢山の聖句があります。特にある一節では，神の子と

してのアダムの系図が書いてあります。 （ルカ３ ：２３～３８）

私たちはすでにペディグリーチャー ト （系図）の役目と，

どういう風にそれが先祖たちか らわれわれ子孫までたどるの

に役立つかを論 じました。今引用 した聖句は，われわれの父

祖アダムに対 して同じことを示 しています。われわれは今や

父たちの家族を見つけることや，また彼 らに，主の家におけ

る儀式をすることなどに直面 しています。その儀式は，私た

ちが今主の教会で享受していると同じいろいろな特権や機会

などを先祖たちに与えるものなのです。

私たちの家族の名前を集めて書き込んだものを，ファミリ

ーグループシー ト （家族の記録）と云います。

その書式には，少 しの違いはありましたが，１９２４年頃に明

らかになり，基本的には，私たちが今 日，用いているものと

同じものです。この書式を用いる目的は，家族が昇栄の単位

であり，家族の生活は，神の生活であるというこ とな の で

す。 この書式でもって私たちは，なされるべきことが家族の

あるものについてなされたか否かまた，妻を夫に，子供たち

を両親につな ぐ，結び固めの儀式が終ったか否かをす ぐに示

すことができます。結び固めの儀式こそ，家族を一緒にし，

１５８

永久に一つにするものなのです。疑いもなく，働 きが進むに

つれてまた私たちが喜んでうけ入れる際に，主が多くの光 と

知識を通 して，私たちに祝福を与えて下さいます。家族の記

録は，その効用が変ったり家族を単位として認めるのに他に

よい方法がみつかれば，変わる事があるかも知れません。私

たちが紙とインクを用いることは，仕事の始めであって天の

父が，永遠の祝福を下さる道具であると云 うこどを常に心に

とめていなければなりません。人に不死不滅と永遠の生命と

をもたらす ことが，主の御意志であります。 （モーセの書 １

：３９）主は，主が指 し示すいろいろな方法でそれをなしたも

うのです。

ブリガム・ヤング大管長は， 「家族の記録」にのっていな

い復活 した人たちが，われわれの先祖の多 くの名を連ねた名

簿を持って来て，系図の働きを彼 らのために して欲 しいと頼

んだということをはっきりと述べています。 （ブリガム ・ヤ

ング講話集１９６１年版 ４０９頁）。啓示は，私たちの仕事を更に導

きますので，このようにして，私たちは家族の記録によって

この事がなされる事がわかります。

もし，私たちが完全な昇栄を得ようとするならば，主は次

の三つの儀式が必要であると指摘 されました。

（１）バプテスマ，（２｝神殿でのエンダウメン ト，（３）結び固め。



結び固めは，妻が夫に子供たちが両親に結ばれることから成

っています。

おそらく，家族の記録を使い始ある最初の段階は，あなた

自身の家族員のためで しょう。記録に要求 されている適切な

事実を，あなたの名に関 して全部記す事は，多 くの場合むつ

かしくはありません。次に，妻 と子供について同じことを，

記すこともたやすいことです。あなたは家族の記録が進め ら

れるにつれて，家族の単位が，新 しい大きさを帯びて来るの

に気付 くでしよう。まもなく，あなたの記録が完全で正 しい

ものになると，あなたは同じ記録を両親について，すなわち

兄弟たちが子供として含まれる記録 も作 らなければならない

ことに気付き始めます。これは，あなたの妻や夫についても

同様であります。このようにして，私たちの前に先祖全部の

完全な家族単位を含む記録が展開して行きます。 これによっ

て私たちは祖父たちや祖母たちばかりでなく，彼 らの子供を

も，また正 しく見分けることができます。私たちは，見ただ

けで記録が正 しいばか りでな く，完全なものにす るために，

どこに注意 して仕事を しなければならないかがわか ります。

家族の記録は慎重に作成 してください。あなたが記す情報

が，正 しいという事を確あて ください。可能な場合は，原籍を

探 し，家族の話が真実か否かを調べて確めてみて ください。

すなわち，話が事実であることが確かだと思 うまで，その話

を吟味 してか ら，ファミリーグループシー ト （家族の記録）

にそれを記入 して ください。

あなたの働きに後で，役に立つと思 う１つの項目は 「情報

の出所」と記 したシー トの下の方にある欄です。ここに，あ

なたは，情報を入手 した場所を記録 しなければなりません。

それは，あなたの将来の探究の際に，値踏みできない価値が

あることを経験 します。あなたは， 自分がその探求で得たも

のと場所を知ることができます。おもてに充分な余白がない

時には裏面を用いて ください。 これ こそ，あなたの記録であ

り，何年にもわたって仕事を続ける場合に，その文書的出所

が，あなたの記録に必要な情報にとってかくことのできない

ものであることが分 ります。 しかも，あなたが，以前に調べ

た出所をまた：探すことは，時間と労力の無駄であ りま し ょ

う。 このために， 「情報の出所」 と指定された場所を用いる

ことは必要です。

天 父が，予言者を通 して，私たちに要求 されたものを，私

たちが理解 しているか否かを見るたあのチャレンジとして，

私たちが家族を撤 ・て家族の記録を書 く 「家族の集い」をも

うけましよう。子供たちは，出生場所とか生年月日を書き入

れることで助けができます。あなたが家族の記録を完成 した

なら，彼 らがあなたの子供であり，すべての人々と同様に天

父の子供たちであることを示すたあに自ら調べさせなさい。

子供たちに神がこの世の王の王とな り，主の中の主となった

時に，私たちが神の息子及び娘たちであることを示す記録を

私たちが持てるように，教会の記録に記される記録をもつこ

とが， どんなに大切であるかを説明 して ください。

ファミリーグループシー ト （家族の記録）の数がふえるに

つれて私たちは非常に多 くの記録をどのようにして保存する

かの問題にぶつか ります。もし，あなたの作 る奎べての記録

を保存 したいなら，夫の苗字でアルファベッ ト順に備えるの

がもっとも簡単な方法でしょう。これは，最少の時間で，記
ド録を見
つげられる簡単な方法であります。多くの方法が発達

して来ま した，あるものは販売されました。しかし，教会は

このような計画をうけ入れたり，それら１つをも推賞はしま

せんでした。

現在では，ファミリーグループシー トは神殿の仕事のため

に系図協会に提出され得る唯一の記録であります。それは，

他の記録が悪いと云 うためではなく，記録が協会の記録係に

受けとられ，調べる時に統一が，たもたれるためであります。

これは時が来てよりよい方法が考え られるなら変 るかもしれ

ません。 とにかく私たちは，統一された記録を保存するよう

に，公認の書式を用いています。もし急にいろいろな形の記

録の提出が許 されたならばいろいろな種類の記録が受けとら

れ，それらを保存 したり，複写 した りする方法が非常にむつ

かしくなるでしょう。あなたの家に保存 してある記録には，

後程あなたの記録を理解 し読まなければならない人々に対 し

てそれが理解可能で読みやすいものである限り， どんな形の

ものを使ってもかまいません。

もう一度私たちは，これが私達の永遠の父である神の仕事

であるということを強調いたします。この仕事は昔の予言煮

が人々がよろこんでうけることを期待 し，望んでいたことを

示現の中で見ていたものであります。使徒パウロは次のよう

に云 っております。

「さて， これ らの人々はみな，信仰によってあかしされたが

約束のものは受けなかった。神はわた したちのために， さら

に良いものをあらかじめ備えて下さっているので，わたした

ちをほかに しては彼 らが全 うされることはない」 （ヘブル１１

：３９～４０）
ト
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今月より２回にわたって第 １３８回年次総大会における大管長会の演説が掲載されます。

主 は 甦 り

大管 長 デ ビ ッ ド ０・ マ ッ ケ イ

（１９６８年 ４月 ５ 日金 曜 日 ソー ル ト ・レー クタバ ナ クル に おい て

開催 され た第 １３８回年 次総 大 会 に お いて ， 開 会 に 際 し子 息 デ ィヴ

ィ ド ロー レ ンス マ ッケ イ に よ って 代 読 され た もの で あ る）

が愛する兄弟姉妹，およびラジオテレビの視聴者の方
わ
々，今私 の心には一つの大きな願 いがある。それ は主

の 「み たま」 とこの大いな る大会のみたまを， この大会の全

世界向放送 の及ぶ ところすべての教会中 の入 々が，家庭がそ

して全世界が感ず るよ うに とい う願 いである。

この集 りのみな らず，第 １３８回大会 のすべての集 りを通 じ

て主の 「みた ま」があ るよ う祈 り奉 る。

私の心は，神がその子供 たちに下 され た大いな る愛 と祝福

への感謝 に満 ちてい る。年 を経 るにつれ，私 は イエス ・キ リ

ス トの福 音の偉大 な る可能性 と機会 に，いよいよ心を打 たれ

感謝 の念がいや増 すのである。

この教 会の会員 たちの忠実 さ，信仰，兄弟の愛 ，そ して祈

りを感謝 申 し上 げる。今朝 この大会 に言 葉を送 る責任 を果す

にあた り，主 の導 きと大方 の兄弟姉妹の祈 りと信仰 を切 に乞

う次第 である。

百年前，我 らが開拓者た ちによ り， このテ ンプルス クェア

に建 て られ，古 い歴史を誇 るタバ ナクルに集 うす べての人 々

に， あ るいは， ラジオ， テレビで聞いてお られ るすべて の人

々に，心か らの歓迎を申 し上 げ ると共 に，神 の恵 みが，各 自

に豊か に注がれ るよ う祈 ってやまない。

さて， ４月１４日は全キ リス ト教 国を通 じ，歴史上最大の出

来 ごと， イエ ス ・キ リス トの復活が祝 われ る。パ ウロはこの

事を次の如 く述べ ている。「もしキ リス ト甦 り給 わざ り しな

らば我等 の宣教 も空 しく……かつ我等は神の偽証人 と認 め ら

れん 。」 （１コ リン ト１５：１４， １５）

愛 に満 ち給 う瞭 い主 をこのよ うに証 しで きる者 こそ， 自分

の霊 と身 を永遠 の真理 につ なぎとめ る者 であ る。現代 におい

て， キ リス トが墓 か らよみがえ り給 うた事 を最 も直接的 に証

しす るものは， この復活祭が祝 うイエスの復活 であっ．て１９００

年後，予言者 ジ ョセフ ・ス ミスに天 父 と御子 とが御現 われ に

なった ことで あった。人の霊が死の門を通 って永遠 の生命 に

勝利 を以 て移 って行 くことは，救 い主 キ リス トの輝か しい教

えの一つ である。 キ リス トに とって，現世 は一 日に過 ぎず，そ

の終 りは生命 の日没であ り，死 は眠 りであ り， そ して永遠 の

御 国へ の輝か しい 目覚めへ と続 くのである。 マ リヤとマル タ

がそ の兄弟の死体 とな って暗 い沈黙 の墓 に横 たわ るのを見て

いた時で さえ，イエスはそ こに生 きている人を見 たのであ っ

た。その故 に彼 は このよ うに云 われ たので あ る。「ラザ ロ眠

れ り、ｄ」 （ヨハ ネ １１：１１）

十字架にか ㌧り給い しキ リス トが，事実三 日後 に墓 か ら甦

り給い，すなわち，霊界 で他 の者 とお交 りに なった後，その

霊魂 が再 び刺 され給 い し御体を活か し，４０日間人 々の間に と

ゴま られてか ら，栄光 を以て天父 の御許へ と昇天 された こと

を，復活祭 の礼拝 に集 う者すべてが知 ったな ら，今疑 いにな
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」

やむ人々に，どんなにあ りがたい平安が訪れることであろう

か。

初期のキリス ト教の基は，復活の実在についての信徒たち

の確信の上に建て られたのであった。４０００年以上 もの間，人

間は墓をのぞいては生命の終 りを眺めてきた。墓に入った何

百万の中，誰一人として戻って来た者はなかった。「世 界 中

に一つとして空の墓はな く，人類の大いなる敵，死よりも強

い力によって開かれ る墓のことを告げる人の声 も，それを信

ずる人の心 もなかった。」

故に，女が恐 る恐 る， しか し愛を以てイエスが葬 られた墓

に近ずいた時，天使か ら聞いた言葉は，新 しく輝かしいおと

ずれだったのであった。

「汝は十字架につけられ給い しナザレのイエス を 尋 ぬ れ

ど，既に甦 りて，此処に在さず。」 （マルコ １６：６）

奇蹟が人智を超えた超自然的出来事ならば，イエスの復活

はすべての時代にわたり最も驚 くべきものであった。そこに’

神の全能 と人の不死不滅があらわされているのである。

復活が奇蹟であるというのは，それがただ人智の及ばぬも

のだからである。それを事実として うけ入れるものにとって

は，単に生命の一定の法則の現われにしか過ぎない。ただそ

れが理解できぬ故に奇蹟 と呼ぶのである。いつの日か１．人智

に光が与えられて， この偉大なる事象が神秘の闇か ら理解の

光にさらされることであろう。

キリス トを親 しく知っていた弟子たちにとって，墓からの

文字通 りの甦 りが事実であったのは確実である。弟子たちほ

事実の証人であった。彼 らが知ったのは，己が目で見，己が

．耳で聞き，己が手で復活 した主の御体にさわ６てみたからで

あった。

イエスの死に際して，使徒たちは悲 しみに打ちひ しがれ，

その望みもすべて消え果てた。彼 らの烈 しい悲 しみと，本格

的な埋葬の準備は，イスラエルの贈いを失敗と思ってい尭の

ではないかとうか ゴわせる。

キリス トが何度も，死後また必ず戻って くると言われた御

言葉ははっきりとは理解 されていなかったようであった。十

字架にキリス トがつけられ給 うた時，彼 らは恐れ戦き，二年

半の間キリス トとの交 りによって高められ，霊感をうけてい

たＱに，今やキリス トは去られ，彼 らだけがとり残されて，

無力でおびえていた。ただヨハネのみ十字架の傍に立ってい

た。－．

この日の使徒たちのような不安定な疑いと絶望に満ちた人

が世界を動かすなど論外であった事だろう。 、．

この使徒たちを突然，確信に満ちて恐れを知 らぬ勇ましい

イエス ・キリス トの教えの宣教者に変えたものは一体何か，

それはキ リス トが復活 し，約束が成就され，救い主 としての

使命が果 されたという啓示であった。ある著名な文筆家の言

を借 りれば，「その主張が真であると，決定的に証明 され，

その教えが神の権能をもった教えであるとの消すことのでき
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ぬ印が押 された。甦 り栄光をきせ られた救い主の御前の輝か

しい光によって，死の闇は払われたのであった。」

復活の信仰は，そのゆるがぬ基礎をこれ ら何 らの先入感や

期待などを抱いていなかった目撃者の証詞の上に建て 、いる

Ｑである。

イ土スの墓が空だった事について三つの明確な徴があるσ

すなわち，（１）弟子たちが霊的に，また業績において大いなる

変貌を遂げたこと。（２幅 音書に記されている古代キリス ト教

徒 らの一般的信仰，（３噺 約の最古の著者パウロの証 詞 で あ

る。

時満ちたる神権時代の冒頭に当って，１４才のジョセブ ・ス

ミスは言った。

「私は筆紙に尽し難い輝 きと栄光とを持ち給ち二人の御方

が私の真上の空中に立ち給 うのを見た。そしてその中のお一

人が私に言葉をかけて私の名を呼び給いｉ他のお一人を指 し

て 「こはわが愛子な り，彼に聞けと」仰せられた。 （ジョセ

ブ ・ス ミヌ ２：１７）

この示現が事実であるζ：とを証 して，彼は後に次のように

言っている。

「私は示現を受けたのであるから，それが事実であるのを

身を以て知っている。私は神がそれを知 りたもうことを知っ

ている。私はそれを打ち消すことはできなかった。また敢て

打ち消そうともしなかった。私は少 くとも，本当にあったこ

とを打ち消すな らば，神の怒 りをうけて罪の宣告を受けるこ

とを知っている。（ジョセフ・ス ミス ２：２５）

古へのキリス トの十二使徒の確固たる証詞を確証 しつ、，

末日聖徒イエス ・キリス ト教会は予言者ジョセブ ・ス ミスの

輝かしい示現を次のように述べるのである。 う
「さて， この子羊に就きて為されたる様々の証の挙句，わ

れらの為す最後の証はすなわち 「主は実に生きたもう」 こと

是なり。

われらは，彼がすなわち神の右に座 したもうを見たり。ま

た御父の生み給 う独子なりと証 したもう声を聞けり。」（教義

と聖約 ７６：２２－２３）

復活後数年を経たばか りの古代の使徒たちのこのように明

確な証詞と，この現代に与えられた，キリス トが生きてまし

ますことの奇 しき啓示とを以てすれば，キ リス トを否冷，・人

の不死不滅を否定す る事が どうしてできよ うか。 １㌧

「いかでその道を知 らんや。」 とかの裏切の夜，最後の晩餐

の後，主と十二使徒たちと座っていた トマスが尋 ね た。「我

は道な り，真理なり，生命なり。」 （ヨハネ １４：６）と主は

答え られた。正にしかり，主は慰めの源，生命の霊感，救い

主である。神との関係を知 りたければ，イエス ・キ リス トの

許へ行 くがよい。人の魂の不死不滅を知 りたければ，救い主

の復活とい う大いなる例がある。

人々の中で営むべき理想的人生を知 りたければ，イエスの

生涯はその完全な例である。気高い望み，生活の理想が，い
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つ，何であったとしても，イエス ・キリス トを見れば，完全

にわかる。同じく，道徳の標準を求めるな らば，ただナザレ

のイエスの中に，完全な人間のあらゆる徳が備わっている事

がわかるのである。

この完全な性格を形成 している徳は，真理，正義，知恵，

慈悲，自制であった。イエスの老え，言葉，行いのすべては

神の律法にかない，故に真である。イエスと天父との間の連

絡はいつも開かれ，啓示に留 る真理はいつも知 らされていた

のである。
∴昇エスの公正の理想は次の言葉につきる

。 ．

曰く，「さらば凡て人に為 られんと思うことは人にも亦 そ

の如 くせよ。」イエスの智恵は深 く広 く，人の習わしと神 の

目的とをよ く理解 していた。 しかしジ使徒たちは必ず しも，

イエスの最も簡単な教えの意義さえ理解 したわけではなかっ

た。

律法学者は討論でイエスをわなにかけたりして打負かそう

と図ったが，無駄だらた。イエスの前では偉大な学者も小児

にしか過ぎなかった。短かくはあったが， しか し波 らんに富

んだイエスの生涯の行い一つ一つはすべて愛に満ちていた。

その自制は，自身の欲望をおさえた時 も，迫害の前にあって

品位や平静を保った時にあっても，完全であり，正に神のそ

れであった。

さて，これ らの徳 とその意味を教会はどのように教えるの

であろうか。人間の真実も，道徳的人間をつ くることもでき

ない教会は，存在理由がなく，キリス ト教会というふ りをし

て も茶番にすぎなくなる。

真理を愛さず して，当教会の真の会員たり得ない。真実た

ることは教会の根本的教えであり，その意味を考える時，人

格形成にそれが果す大きな役割を覚えるのである。真実なる

者は高潔で良心的で，すべての行いが立派で義務を忠実に果

し，信頼に価いし，務めに勤勉であり， 自己に誠実であり，

また故に，兄弟たちにも，そ して神にも誠実である。

正義公正に関 しては，教会の教えはすべて不正を憎み，己

が兄弟を圧迫する者は，大いに責められるので あ る。「天の

能力は正義の原則によ りてのみ支配 し運用 し得 るものなり。」

（教義 と聖約 １２１：３６）この故に会員は自分の権能を正 しく

用いねばな らない。正義公正は万人に正 しく報いる。公正の

ためには当然正直，公平で，かつ礼儀正 しく尊敬の心がなけ

ればならない。人間は公正であるのに，尊敬の念を欠 くとい

うことはない。尊敬の念を欠 く人は，当然の尊敬を示さぬ故

に公正たり得ないのである。真の人間は公正であり，それは

やがて，神の御性質に通ずるのである６

正直は公正の中に含まれるが，教会の信仰箇条第１３条中の

最初に挙げられている。入間たる事に不正直はそぐわない。

自己に公正であるために，先ず， 自己にそして他人に正直で

なければならない。これは言葉と行いの両面にわたってであ

り，いつわりと同じく，物事の一面のみを述べ ることもなく
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またこれは売買などの商売にも同様である。正直な負債は法

律上の効力を失わず，口約束は証文にまさる。また主との交

りにおいそも正直たるべ く，「真の正直とは，人の要求 と共

に当然神の要求する所も考慮 し，神のものは神に，人のもの

は入に納めるのである。」

智恵 「汝 ら努あて求あ，互いに智恵ある言葉を教 うべ し。

然 り，汝 ら最も善き書より智恵 ある言葉を探 し求 め よ。（教

義 と聖約 ８８：１１８）これは現世代に予言者ジョセブ ・ス ミス

を通 じて神がお与えになった誠命であり，神の最大の賜であ

る永遠の生命が人間の知識に依る所大であることを 考 え る

時，その意義がより深 く認識されるのである。すなわち 「人

は無智にして救わるることを不可能なり。」（教義 と聖約 １３１

：５）知恵 とは知識を正 しく用いることであり，判断，眼識

思慮分別，研究心などを含む。「知 る事は賢明なるにあ らず。

多 くの人は多 く知 るが故に愚かなり。物知れる愚か者ほど愚

かなるはなし。知れることをば如何にして用 うるや， こを弁

うるこそ智恵者なれ。」 とスパージョンは言っている。

慈悲は，完全な意味において高い道徳の究極であり，すべ

ての他の美徳を含む ものである。慈悲心によって，人に善を

なす心を起 し，キリス トのための生活をする気持を抱 く。親

切，克己，献身，寛大，慈善，愛などはすべて，この神の性

質から発する。「我 らは慈善を信ず」 と言 う時，キリス トの

ような性格を形成するすべてを信ず るのである。愛の人は自

らの家族に対 しても思いやりがあり，誠実である。また社会

のために働き，教会内でも忠実に働 く人である。

今まで述べた美徳は皆偉大ではあるが， しか し，自制程，

毎日の生活に役立つ実際的なものはない。日光と昼 とを分け

て考えられないように，自制を道徳的人間と分けて考える事

は不可能である。自制とは，生れながらの欲望，情慾，愛着

心などを治あ制することであり，これ程人に自己征服感，す

なわち，自分の欲望をしもべとし，決 して自己はそ のしもべ

にならない， という感 じを与えるものはないのである。 これ

に含まれるものには，節制，禁欲，勇気，堅忍，希望；穏健

純潔，独立，寛容，忍耐 柔和，貞節，潔白等がある。 この

原則についての最 も実際的な教会の教えに智恵の 言 葉 が あ

る。この日常の実行程，真の道徳的人間を築くのに役立つも

のを私は知らない。それは真である。それは主に欲望 と関係

がある。酒，煙草，麻薬などの誘惑を退け，自分の欲望を制

する事のできる人は，自らの情慾をも制する事のできる人で

ある。近頃高校生や大学生などの間で，麻薬が広 く用いられ

ていることを読み，私は大いに心を憂える。 このサタンの誘

いに屈すれば，やがて男たり，女たる誇 りを失うに到 る事を

教会のそして世の若人たちに心か ら警告 したい。ひそかにで

あろうと，公けにであろうと，自らの欲望に溺れる者の力は

情欲の誘惑に会えば，決 して役には立たないのである。

今日の世界の性的不純は，欲望に溺れて真の人間としての

力を失った結果であって，不純な想いは不純な言葉を生み，

不純な言葉は不純な行いを生む。教会の教えでは，殺人の罪
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の次の罪は姦淫であり，性的不純である。教会員が純潔への

信仰に忠実であり，また他の面においても自制によって真の

人間的勇気を養 うならば，この罪に染 った世を輝き貫 く光と

なるだろう。

今 日のこの乱れた世にあって，世の人 も，教会の人 も多 く

心を痛め，予感に憂えている。キ リス トが十字架にか、られ

た時，今日のそれと同じく，かつて暗い予感に満ちた未来に

直面する少数の人々がいた。キリス トの地上での勝利に関す

る限り，彼 らの未来は暗いもので しかなかった。彼 らは 「人

を漁 る者」 として召され，聖別され，そしてペテロには御国

の鍵が渡 されていた。にも抱わらず，この落胆のさなか，昔

の漁師に戻った失意の十二使徒の頭ペテロにイエスは言われ

た。「ヨハネの子 シモンよ，汝 この者共に勝って我を愛 す る

か。」ペテロは答えた。「主よ，然 り，わが汝を愛す る事は，

なんじ知 り給 う。」主は言われた。「我が羊を か え。」 （ヨハ

ネ ２１：１５） この時，人を漁 る者としてと同じく，羊をか う

者 としての責任をペテロはさとったのであった。 この時初め

て彼はイエスが言われた言葉 「我に従え」（ヨハネ ２１：１９）

の意味を完全にさとったのであった。その決 して消える事な

き光を以て， これ ら謙遜な十二人は人間関係を改革 したので

あった。

イエスの教えは個人間と同 じく，団体間にも国家間の問題

にも応用 して効果がある。真の人間としての勇気を養 うため

に，・キ リス トを道とし，真理とし，光として受け入れねばな

らない。キ リス トは人類の光である。その光の中に人は未来

を明らかに見得 るが， しか しそれを否定すれば，人の魂は暗

黒につまず く。個人が，国家がその光を消し，キリ入 トと福

音が密林の掟 と劔の力でおきかえ られるのは悲 しいことであ

る。今 日，世界最大の悲劇は，神と神の善に対する不信仰で

ある。

最近ある科学者が神への信仰について述べた下記のものを

読んだ時，私の心は喜びに溢れた。
「科学的現象を，公平に，かたよらず研究 してみて，私は

神の存在を，そして神による宇宙の支配を確信す る に到 っ

た。中心的支配力が存 しており， しか してそれは神である。

科学者 としての私が達 した神と宇宙についての結論は聖典に

確証されている。私はこの聖典を信 じ，宇宙の初めについて

そこに書かれてあることをすべて信ずる。聖典と科学 とは一

致 する。すなわち，聖典を正 しく，明確に解釈 したならばで

ある。」

（アール チェスター レックス ワシン トン大理学修士

数学者，物理学者， ジョージ ペッパーダイン カレッジ准

教授，チャーチ ニューズ．１９６７年 ２月１８日）

またある人は言 う。

「科学の世界に私は何時も絶対的なお方の計画，法則，秩

序をみる。私は神を信ずる。私の信ず る神はこの宇宙を作 り

支える全能の神であるばかりではなく，その創造物の最高の

もの，すなわち燗 に関心を向げられるお方であるＱ」

＼

蕊 ＼ 、
（セシル ボイス ハーマン パーデュー大学哲学博士，

アシュベ リー大学生物学教授兼数学理学部長，オークリッジ

原子核研究所研究員，デセレ トニュース １９６８年 ２月２４日）

更にまたある人は述べている。

「人が神の存在を信ずるようになると，必ず何か行いに現

れるぴ一個の人格 としての神への信仰は，人として周囲に対

する態度，人生に対す る態度，そして物質界の背後にある動

機や目的に対する態度を変えさせるものである。」

（ウエイン Ｕ．アル ト コロンビヤ大学哲学博士，地球化

学者，米国政府内務省地質調査局，チャーチニュース １９６８

年 ２月１０日）

福音，すなわち大いなる喜びの楽 しき音信は，人問の真の

導きであり，その教えに最 も近 く生きる時，人は最大の幸福

と満足を得 る。福音の教えの反対は憎悪，迫害，暴政，権勢

不正であり， これらは困難や破滅，死を世界中に育てるので

ある。この世で更に高 く良きものを得ようと苦闘 している者

にとって，福 音は，丁度，冬から逃れようとしている大地に

とっての青空の太陽のようなものである。

「人みな汝を尋ぬ」 （マルコ １：３７）

と腰い主キリス トに言える時は，何という輝か しい状態がこ

の古き世に生れることだろうか。その時こそ利 己心， ね た

み，憎 しみ，いつわ り，ぬすみ，あざむき，不服従，あらそ

い等が諸国間から消えることであろう。・

兄弟姉妹よ，私が幼少の折から胸に抱いていた真理は，神

は個性をもちたもう存在であり，祈 りによって答をいたゴけ

る天父であるということであった。復活の主に対する私の証

詞は トマスのそれに劣らず真実である。復活後主が弟子たち

にお現れになった時， トマスは 「わが主よ，わが神よ」と言

った。私も神が生 き給 うことを信ずる。イエスこそ肉にて顕

わされ給い し神であ 叫 また 「天の下には我 らの頼 りて救わ

るべき他の名を，人に賜いしことなければなり。」と信ずる。

イエスは愛と義とを以て求める者に助言を賜 う。私自身イエ

スの御声を聞き，この地上での神の国について導きをうけて

いるが故にこれを知っている。またキリメ トの父なる我 らが

創 り主 も生きてましますを知る。御二方は予言者ジョセブ ・

ス ミスに現れ給い，現在教義と聖約などの教会の聖典にのっ

ている啓示をお与えになった。この知識は， 日常生活の出来

事の如 く，私には現実のものである。夜，床に就 く時，翌朝

また再び太陽が昇って地を輝かしく照 らす事を確 信 す る如

く，キリス トがまします事を，この回復 された教会が神のも

のであることの知識 もそのように私には身近なものである。

末日聖徒イエス ・キリス教会の会員は，地上唯一の完全な

御方，罪の汚れなき人の子を自らの理想としなければならな

い。

願わくば，神の恵みが教会にあらんことを，特にその標準

を守 る若人に祝福あれ。若人の心に信仰を植え，全世界にそ

れを伝える父母たち教師たちに祝福 あれ。イエス ・キリ、ス．ト

の御名により祈 り奉つる。アーメン
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■
，１

神権をもつ兄弟たちよ，今晩われわれはこの由緒あるタバ

ナクルに集い，また合衆国， カナダを通 じ，幾百の場所に集

っているが，これは疑いもなくこの福音の神権時代最大の神

権会であり，また更に多 くの人々がテレビ放送でこれに参加

しているのである。

われわれがこ、に集 うのは当教会をお建てになった頭たる

イエス ・キリス トの御名によってであり，その神たることを

謙って証詞するものである。

神の予言者デビッド・０ ・マッケ・イ大管長の指示の下，大

管長会は一つの勧告を発するのであるが，その主な対象は，

若人，成人すべてであり，結局全教会員またいたる所の仲間

たちである。 しか し，特にこれは少年期と成年期の間の，興

味に富むが， しか し困難な青年期の人々のためである。青年

期は少年時代のきび しい制約を脱 しではいるものの，成人の

責任を完全にうける用意はいまだセきていない。

心すべき事は，自分の目的は人の先に立つことではなく，

己れに克つということである。そして，今日只今，自己の理

想像に近ず く努力をなすべきことであり，今日と未来に横た

わるすべての日々を して，永遠の意味を持つ人生となすこと

である。あ くことなき学問への欲求を養 うことである。 １

また若い人々にしば しば言 って来たことであるが，大人に

なって も笑いを忘れないことである。健全なユーモアの感覚

は安全弁のようなもので，重大な問題を軽 くし，また汗と涙

がとき得ないような問題解決にしばしば役立つ事を知るであ

ろう。箴言の一節は次のごとく言っている。「心のたの しみは

良き薬なり，たましいの憂いは骨を枯 らす。」（箴言１７：２２）

今日の社会は移 り変りが激 しく，その挑戦は複雑かつ烈し

いものである。現代は原子力時代であり，種々の動きや革新

的変動が絶え間なく続いている。新 しい世界，幸運であると

同時に不吉な世界が全く突然かつ抗 し難い力を以て開けつつ

ある。時代の要求は未来への対処であり，当然の犠 牲 で あ

り，その報いと貴重な特権であり，変化の普遍的律法への適

備
』

え あ

馬

れ

第一 副管長 ヒ ュ ー Ｂ．ブ ラ ウ ン

（１９６８年 ４月 ６日 （土曜 ） の夜 ソル ト ・レー クタバ ナ クル に お け

る神 権 会 大 会 で の 演 説 で あ る 。）

応である。

そのために先ず第一に大切なことは 「備えあれ」である。

常に備える事，重大な寄与を期待されるべき未来のために備

え続けることである。そして人生の戦いを支えるのは人の知

識である。

こ～で言 う準備とは教育に外ならず，それには，必然であ

ると自由であるとを問わず，紀律が伴う。高校卒業後の進路

の問題は皆が直面 し解決せねばならないが，決断と熱意を以

て当らねばな．らぬことである。勇気と力が支えるならば，そ

の答えは人生の残 りの生き方を大いに決めることであろう。

この故にそれは重要性を持っているのである。・

しかし，いつも誘惑や邪魔はつきものであって，巧みなさ

さやきが知識の探究心をすてさせ，危険な廻り道へと誘 う。

時として魅力的ではあるが， しか し常に偽 りでありかつ魂の

破滅につながる誘惑にのって，神が人間のためにな らないと

仰せになった事をしないように気をつけねばならない。

宗教的動機によるのではないが，この普遍的な敵を攻撃 し

てインガーソルは次のように述べている。

「確かにアルコールは，それを造る者，売 る者，飲む もの

の道徳をある程度退歩させる。醸造所を出てから罪と死と不

名誉の地獄に空けられる迄，それに触れる者すべてを堕落 さ

せる。 これを考えると人は皆酒の悪を強 く感ずることであろ

う。 この死の流れの両岸に累々と重なる残骸， 自殺，発狂，

貧困，無知，困窮，絶望に泣 く妻たちの色あせた衣服にすが

りついて食を求める子供たち，破滅 した天才牟ち，この悪魔

の水が創 り出した幻想の蛇と格闘する何百万の人々，これ ら

を考えてみるだけで十分であろう。また牢獄や養老院，刑務

所や絞首台を考える時，思慮深い人なら必ずや，このアルコ

ールという悪魔的なものに反対する事であろう。」（ロバー ト

・Ｇ ・インガーソルーアメリカの作家）

ある学校などで流行 している麻薬の不当な使用は決 して有

益なものではない。麻薬は魂を高揚 させ るという人もあ．ろう
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が，アル ・カップが，その漫画の中で次のように言 っ て い

る。 「マリホアナやＬＳＤの魂の高揚は，爆弾による都市の

高揚のようなものだ。」 シカゴ大学の ロバー トＭ．ハチ．ンズ 、

は言っている。「私の心配は未来の経済事情ではなく， 諸 君

の道義的品行である。人生で直面す る最も油断のならない恐

るべき危険は腐敗堕落の危険である。」

「高き真理より落つる毎，

魂 は ゴむ過ちの毎，

魂 孤独の 闇にさまよい，

旅路の果はいよ、はるか。」

収獲の律法は冷酷であって，種をまくそのま 、に刈 り取 る

のである。有害な物質を摂取すると，それだけ目的への進歩

はおくれるのである。

各世代が後継者に対する，そ して各自が自己に対す る最大

の義務は教育であるとは，教会が専ら認あてきたところであ

る。人間各自，神より与え られた永遠の英知の存在である。

故に常に探究心を活発に働かせて，自分自身，周囲の人々，

字宙，天父なる神などすべて可能な事を学び続ける事が肝要

なのである。予言者ジョセブ ・ス ミスはかつて 曰く，「人 救

わ る、ためには，凡ての敵に打 ち勝 たざるべからず，而 して

無知は大いなる敵の一つな り。」彼の教育に対する深い 関 心

は，米国最初の成人教育すなわち，「予言者の塾⊥を創設 し

たことによっても知 られる。

災難を逃れて行った聖徒たちは，神殿建設や回復された福

音の伝道に忙殺されてはいたがすべて天 と：地と地の中にある

もの （一般的知識），過去の事柄 （歴史）現在の事 柄 （時 事

問題），来 るべき事が ら （予言），国内，国外の諸事情，国々

の戦争や混乱，地にある審判，諸国の知識」などを学べとい

う主のす 、めを予言者を通 してうけたのであった。つまり，

それは非常に幅のひろい包括的な教育であった。

絶えまない迫害や追放，荒地開こんの苦労にもあげず，昔

のモルモン開拓者は，思想に教育に常に最高峰を目ざした。

荒野横断に当っても，多方面にわたる書籍 図表，教科書等

を運んだのであった。 ●

教育熱心の一つとして，ユタ到着後，直ちにデゼレ ト大学

を建てたが， これは後のコ・タ大学の前身となった。そして間

もな く更にプ リガム・ヤング大学， リックス ・カレッジ，そ

の他三十に及ぶ教会の学校を作った。その指標はカール Ｇ．

メーザー教授にブリガム・ヤングが与えた言葉，「神のみたま

な しには，アルファベ ットや掛算さえも，要するに何 も教え

ない」 ということであった。

最近，教育問題について大管長会は一つの声明 を 発 表 し

た。「教会員は，殊に若人たちは，大学教育，ま た は，十分

な職業的技能を身につけるよう教会は長い間す ～あて来た。」

急速な発達を遂げるこの産業界にあって，教育はいよいよ

欠かせないものとなって来た。若い人々は十分訓練を経てい

なければ，将来立派な有益な職につ くことはできないであろ

う。 「教育亭訓練を必要としない職業は年々減少 しており，

大会説教

やがては全 くなくなるであろう。それ故，若い人々が高等学

校以上め正規の何 らかの高等教育をうけるようにす 、めるも

のである。同時に重要なことは，各個人の関心，才能，目標

などを十分考慮 した教育機関の選択である。」 ．

未来のため最良の教育機関を選ぶためには，指導助言が必

要である。先ず両親の助言である。両親程子供を一番よく知

っており，．．人生の成功に必要なものをよく見通 している者は

ない，子供の関心に深い配慮をし，子供の幸福を自己の最高

の幸福とする自分をかえりみない愛情で子供を愛 している。

また，子供たちは多く経済的に両親の世話になっている。

次の助けは教会の指導者からである。指導者は多 く各方面

に経験が深い人々であって喜んで助言をして くれ，・また共に

神の導きを祈っで くれるであろう。

教会の教育機関の教師たちも教会教育機関への理解 と参加

を助けて くれるし，専門訓練をうけている教師たちは，各々

の分野において助言をしてくれる事であろう。

しか しながら，．最終決定を下すのは結局自分である。他人

に相談し，試験成績をしらべて平均点を出 し，自己と能力を

よりよ く知 り得て尚かつ，すべてを評価 しゅ最善を求め，熱

意と勇気とを振い立たせて，不変の最終決定をせねばならな

い。 しかし最 も重要なことは，自分の業績ではな く，絶えま

な く挑戦し，かつ霊感を与える仕事を漸進的に立派に追求 し

て行 く能力なのである。

技術系の大学ないしは職業訓練学校へ行 く事にするかもし

れないが， こ～でもまたこの工学時代は完全 な る準 備 （教

育）を期待 しているのである。

ブ リガム・ヤング自身，画家であ り，またガラス細工をよ

くしたが，かつて述べている。「教育は私の信念であ る が，

頭脳の教育と同じく，手先の技術 も身につけてもらいたいも

のである。」技術系の学校でうける訓練には，製図，電 子 工

学，農業工学，秘書及び事務技術，写真学，電子計算機プロ

グラミングなど，また他の多 くがある。その課程は数ケ月か

ら数年 と様々であるが，その終了と共に卒業，修了証書が与

えられる。 一

軍務に服する間も好きな分野で訓練をうける機会がある。

多数の専門学棟は美術，音楽，演劇，舞踊，電子工学，商

業，重機械運転に到る迄いろいろと訓練す る。 この殆んどは

良心的なものではあるが，その選択には十分留意 して，自分
　ド

の選択が，関心と適性のある分野で立派に教育を与えて くれ

るものを選ばねばならない。

ある会社などは高校新卒の人を採用 して，初任給を与え実

務訓練をするが，これとても多くの場合，単に一手段に しか

すぎない。適性を持 ち，野心 と意気に燃える人々は大学教育

以上に進んでもらいたいものである。若人は自分の能力以下

を目指 してはならない。明日の世界が必要とするのは，数式

を運用 したり，法廷で弁護に立ったり，疫病の治療法を発見

したり，新しい進んだ農業技術を工夫 したりする訓練をうけ

た人々である。

１６５



“

大会説教

われわれが望むところは，更に意義深い学問的，宗教的

社会的教育をうけるように学徒たちを励ま し，援助すること

である。

大学教育を希望する末 日聖徒の学生総てが，教会関係の大

学に入れる訳ではもちろんない。それ故，殆んど全世界にわ

た り，多 くの大学の近 くに宗教教育の場が設けられて来た。

「学生諸君がこれら教育機関に入 り，一般的学問と宗教的

教養と霊的経験とをよ り深めるよう吾人は強 くすすめるもの

である。」

現在，大学教育環境に適 した高度の宗教教育機関は １８５を

数えるにいたっている。これらにおいて，学生たちは指導の

行きとゴいた社会活動や，霊感を与えられる祈りの会などに

出たり，専門家のカウンセリングなどをうけられる。 このよ

うな施設のない大学では，デゼレトクラブが作られ，その目

的とするところは，教会の若人たちの団結と，最高の理想と

標準に一致 した社会的文化的経験を与えることである。賢明

にして幸福な選択の鍵は，個人 としての自己に最善のものを

選ぶことである。それで， 自己が生産的かつ役に立つ独立 し

た教会ない しは社会の一員たる事に満足を覚えるであろう。

ダビデは言 う，「智恵は第一なり，智恵を得よ。凡て 汝 の

得たる物をもて，さとりを得よ。」（箴言 ４：７）

マッケイ大管長は言われた，「真の教育の目標は人格 の形

成であり，単に優れた数学者，有能 な言語学者，偉大な科学

者，大文学者をつ くるのみに留 らず，徳 と節制と兄弟の愛に

満ちた正直な人物を輩出す るにある。真理，公正，智恵，慈

愛，自制を立派な人生の最善の収獲とする人々を 目的 とす

る。」

老若を問わず，すべての教会員に覚えていただきたいこと

は，人生一現世及び来世にわたっての目的は，永遠の進歩の

幸福を求めることである。神の栄光は英智なり。故に人は，

全人教育を続 けることによってのみ，その栄光に達 し得るの

である。主御自身ジョセブ ・ス ミスに言われた。「およ そ わ

れらのこの世に於て達する英智の一切は，何にて もよみがえ

りの時われ らと共によみがえるべし。 さればもしある人あり

て，精励従順によりこの世に於て他の人よりも一層勝れたる

知識と英智とを得ば，未来の世に於てそれだけ利を得べ し。」

（教ｉ義と聖約 １３０：１８－１９）

故に，兄弟姉妹よ，肉体的に，精神的に，霊的に，道徳的

に，美的になど，すべての点において未来に備えられたい。

教会は会員すべての向上のためにあらゆる助けを惜 しまない

のである。繰 り返 して言 うが，進んで価を払うならば，理想

像は己がものとなるのである。

天父はあなたの父である故，あなたの中に天父の何かが必

ずひそんでいるのである。どんぐりが，か しの大木に成長す

る如 く，神の閃めきを有するものはみな，大木である神の如

くに成長するのである。願わくば自分自身を信じ，神の導 き

を信ずる信仰あらんことを。

感謝 しまつる，神よ

１６６

も

何来たらんも

道に止 りては

夜，’昼 となく

汝に語 りまほし。

かつて天国に発 し，それ以来続いている戦いは，今や人の

子 らも危機にひんして，その最高潮に達 しようとしている。

それ故，この話は，実は武器をとれとの叫びなのである。

備えをせよとの呼び声は，会員各自に神の予言者たる大管

長が発するのであって，最 も重要な呼び声である。備えは先

ず心に始まり，そ して指先，つま先に及んで行 くべ きで あ

る。各自が自らの運命の支配者，魂のかしらとならねばなら

ない。

ＲＣＡ （アメリカラジオ協会）のデビッド・サーノブ氏が

かつて学生に向って言った，「今日諸君が直面 しているのは，

世界を破滅させる，または再建 し得る科学の新 しい 力 で あ

り，この諸君の手中に入 らんとしている恐 るべ き力 が，破

壊，再建のどちらの方向に向 くかは，責任感と自制力と相ま

って諸君の神と友 と自分自身への信仰の程度にかかっている

のである。現今の犬儒主義，唯物主義に以て対するに，世界

は霊的力の台頭を切に待っている。肉体的飢餓は除々に駆逐

されつ 、あるが，反 って信仰 と救いを求め，物質，現世を超

越 した古来か らの価値を求ある根本的飢餓が深ま るで あ ろ

う。その飢餓は人の霊と心とを蝕むのである。」故に我 々 の

求めるのは波乱と，可能性に満ちた未来に対する雄々しい心

と試みる信仰と霊感の望みと，耐え忍ぶ勇気 とである。

「絶えず徳を以て汝の想を飾るべし。然 る時は，汝の自ら

信ず ること神の前に強 くな りて，神権の教理は天より下る露

の如 くに汝をうるおさん。聖霊は常に汝の伴侶となり，汝の

笏は真理 と正義の変ることなき笏となり，汝の支配は永遠の

支配 となりて強いらる～ことな く永遠に汝に流れ込まん。」

再びかの美 しき讃美歌，「我が天父」（高きに栄えて）を思

い，またかのひざまずいて，「我 このうつ し世を去 りて，この

うつ し身を横たうる時，父よ，母よ，天の汝が法廷にて再び

まみゆべきや。 されど終 りに，汝が為すべ しと命じ給いし事

共我 ことごとごとく遂げたらん暁，汝がゆるしを得て，御前

に共に住ましめ給え。」と祈った少年の事を思 うので あ る。

各自の教育の場において努力を続ける時その祈りの答は除々

にあなた方の頭にいや増 し加えられるであろう。 しか し常に

記憶さるべきは，天父なる神は常に頭上にま しま し，とりな

し給い，「我に来れ」と仰せになっていることである。

神の平安と恵みがわれらすべてと共にあらんことを。われ

われ一人一人がこの建物を今夜去 る時，努あ励んで自分を向

上せ しめ，知識と理解 とを増 し加え，恵まれざる人々，助け

を求むる人々に理解と同情の手を更に進んで差 し伸べんこと

を。神の恵みと平安が，われわれすべてにあらんことを，へ

りくだりて，イエス ・キ リス トの御名により祈 り奉る。アー

メンｏ

、



ベ ン ス ン，マ ッコ ン キ ー 両 長 老

極東地区担当幹部に任命 さる

大管長会は６月 １日付をも

って，極東地区を担当する教

会幹部 として，エズラ・タフ

ト・ベンスン十二使徒とブル

ース Ｒ ・マソコンキイ七十

人最高評議員会々員を任命 し

た。

同時に今迄 この地を担当さ

れた， ヒンクレー使徒は，南

米地区を，またハ ンクス長老

たびたびアシアの地を訪問

し，教会堂を献堂し，数多 く

の大会で素晴 らしい福音を説

は過去アイゼ ンハワー大統領

の も とて 長 い 間 農務 長 官 を勤 め た お方 て ， 数 度 来 日 され た 十 二 使 徒 で

す 。 また ， ブル ー ス ・Ｒ ・マ ノコ ン千 イ長 老 は， シ ョセ ブ ・フ ィー ル

デ ィ ン グ ・ス ミス副 管 長 の義 理 の息 子 さ ん に 当 り， 特 に教 義 に精 通 さ

れ 数 多 くの 著 書 を だ して お られ ます 。 現 在 この 極 東 地 区 に は ， 日本 韓

国 ， 香 港 ， フ ィ ｌｌピ ン， タイ か含 まれ て い ます 。

鷺

叢

藥錨

灘

灘
齢 欝雲

　

左
）

ピ

ン

ク

レ

１

使

徒

　

右
）

ノ、

ン

ク

ス

長

老

ご

認：

つ ニ　 　　

膳 灘 ．

ご糖鍵

轟 熱鑛講
欝 灘１

（右） マッコンキ ィー長 老

（左） ベ ン ス ン 使 徒

ユ６７



小松伝道部長 ご家族あ りが とう

す。 ステーキ部のために残 して下 さ

った教 えを実現 し，この働きに報 い

ると共に日本での献身的な働 きに対

して，主の豊かな祝福がありますよ

う，お祈 りいたします。

、

第一一回神殿訪問が行なわれた １９６５年の夏， 日

本人最初の伝道部長として，来 日された小松伝道部

長のご家族は，このたび ３年間の任務を終えられ帰

国されます。

この間各地を訪問され，会員，宣教師たち一人一

人と親 しく交わり，監督 としての豊かな体験を通 し

て，やさしい導きを与えて下さった伝道部長 ご夫妻

に深 く感謝いたします。

特に大会には，朝早 くか ら夜遅 くまで指導者育成

のために尽力なさり，巧みな日本語で，親切な指導

を与えて下さいま した。 日本人伝道部長 として親 し

み深 く３年間の期間が，一瞬のように感 じ ら れ ま

１６８



し

毛

二 人 の 伝 道 部 長 任 命 さ れ る

ビ ル ズ 長 老 と 岡 崎 長 老

１灘糠難
・ぼ 談

東 中央 地 方 部 を ， ウ ォル タ

一 Ｒ， ヒル ス長 老 か， 西 中

央 ， 九 州 ， 沖 縄地 方 部 を，

エ トワー ト岡 崎 長 老 か担 当

され ます。 なお ヒル ス長 老

は ， ７月 １６日午後 ２時２５分

羽 田着 の 日航 機 て， 来 日の

予定 て す。

また， エ トワー ト岡崎 長

灘覇
う㌦ 憲

㌻ 押 學監

凝 ♀語

鳶疇磁 ダ ㌧ 高

騨瓶 儲

雛
恥

響簿

老は， ８月下旬来 日の予定

てす。

〈写真〉上は， ビルズ伝道部長ご家

族。

下は，岡崎伝道部長ご家族

１６９



卜

監

、

旭 川 支 部 建 築 は じ ま る ！
札幌支部に引続き，

最北の地旭川にいよい

よ建築が始まった。 ６

月１０日 建築部からハ
ーディング監督，小松

伝道部長，渡辺副伝道

部長，柳沢北海道地方

部長たちがこの地に集

い安田旭川支部長を始

あ朝早 くから集った兄

弟姉妹 と共に， 「くわ

〈写真〉中段（左）小松伝

道部長（中央）右より安

田支部長，ハーディン

グ監督

載 轟

噸

轟ノ
評終 融 獣

＿メ弓黛し

１７０

覇難 入れ式」を行った。 こ

の建築を指 揮す るの

は，群馬，札幌の教会

堂建設に貢献 したチェ

デスター監督で， ６月

１２日再度来 日された。

信仰深い聖徒たちの力

によって，この北海道

の：地に再び主の御国が

築きあげられる。

〈写真〉（下）はチエデス

ター監督ご夫妻，下段

は旭川支部の会員たち

公 告

宗教法人 「末日聖徒イエス ・キリス ト教

会」は昭和４３年 ７月 １日より北海道旭川

市 ８条 ５丁目に於て，教会堂の建築 （新

築）を開始 しますので，このことを公告

いたします。

昭和 ４３年 ６月 １０日

宗教法人 「末 日聖 徒 イ エ ス ・

キ リ ス ト教 会 、

代表役員 ア ドニ ー ・

ヨ シオ ・コ マ ツ



蝋

横 浜 大 会

灘

灘 麟

霧 羅

５月１８， １９日 横浜，東京南，東京中央，東京 東， 松本， 甲府

齪 躍 醤 醤 ．
曇 口 灘 麹 購購

一 般 大 会 で の 小 松 伝 道 部 長

甲 府 Ｌ Ｄ Ｓ コ ー ラ ス 横 浜 Ｌ Ｄ Ｓ コ ー ラ ス

図 書 案 内
図 書 の 購 入 は支 部 長 会 に 申 し出 て くだ さ い

１鱗 …一
警齢 惣 合本
モ ル モ ン 経

１，１００円

３５０円

信仰箇条の研究

末日聖徒イエス ・キリス ト教会略史・・

総合聖句の手引

メルケゼデク神権，教師と生徒用

神権 とあなた

神 の 王 国

アロン神権のなかの祭司

回復された神の教会

神 と 人

家庭に於ける神権の発揚

モルモン経の新研究

日本系図探求要覧

求道者教育法

モルモン物語

ユ８０円

３３０円

１１０円

１５０円

４５０円

２３０円

１８５円

１００円

２００円

１５０円

３２０円

１１５円

１６０円

１，０００円

日 曜 学 校 用

キ リス ト・イエス（上）

キ リス ト・イエス（下）

モルモン経物語

旧 約聖 書 物語

福 音 の 実 践

我等の標準聖典

古 代 の 使 徒

教義と聖約の教え

福 音 の 紹 介

完 成 へ の 道

モルモンとは

奇 しきみわざ（合本）

ク （下）

家 督権 の 祝福

シオン山の救い手たち

レッ冬ンの手引

霊 的 成 長（上）

霊 的 成 長（下）

福 音 の教 え方

３００円

３００円

１５０円

１５０円

‘２ＱＯ円

２００円

１５０円

２００円

１７０円

１００円

１５Ｐ円

２７０円

１７０円

１００円

２００円

６０円

２６０円

２３５円

４００円

Ｍ Ｉ Ａ 用

我 らは信 じる

我 らは生 きる

私たちの生きた福音

よりよいあなた

生 活 の 目 標

今 日 の 十 誠

素晴らしい考え

エンサインロー レルの手引

教 会 と 私

ロールブック

Ｍ Ｉ Ａ

扶 助 協 会
．
讃美歌及び歌集

末日聖徒讃美歌集（新版）

〃 （小）

リクリェー ショγ歌集

子 ら は 歌 う

２００円

１２０円

２５０円

１７０円

１５０円

２５０円

２００円

１５０円

２００円

１００円

１００円

４００円

３００円

４００円

２２０円
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内 な る 力

十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助 ス タ ー リ ン グ Ｗ ． シ ル

数 日前 の朝 、家 を出か げる時 に，私 は黒 い くるみを踏 みつ けた． それ を拾 っ

て仕事 に向かっ．たが，今 ここにその くるみき手 に しなが ら生命 とい う もの・につ

いて考 えて いる。

この くるみ ほ貝 の ように殼 をかぶ ってお り， もしその内部 を見 るこ と．が で き

れ ば， その石 の ような固 い殻 は網 目の ように非常 に こみ いった組 織か らで きて

い るこ とが わか るで あろ っ。

その い り組 ん だ殼 の中 には，大 きな力 を持 った物質 が詰 ってい る。 もしこの

種子 を良 い環境 の も とで地 中 に植 え ると，熱 に よ りその内部 に変化 が起 るであ

ろ う。 くるみの外側 か らブ ロー ラ ンプの炎 をほ んの わずかで も当 て ると， くる

みの内部 に熱 が伝 わ り， くるみ は大 きな変化 をし姉め る。

くるみの場合 には， この石 の ような殼 を， まるで紙 で も破 るよ うに割 って し

ま うほ どの大 きな力が生 み 出され る。 そ して大切 な働 きをす るために太陽 に向

ろて小 さ・な芽 が ふ き出 され る。 この くるみは大 きな くるみの木 にな るため に必 、

要 なあ りとあ らゆ る成分 を，水 と土 と空気 中か ら吸収 す る力 を持 って いて，大

木 にな り，葉 や花や香 りを生 じ，もとの種 の百万倍 もの豊 か な実 を結 ぶ のであ る。

それ でも神 は くるみ には最 良の た まもの をお与 えに な らなかっ た。 すべ ての

人 間は神 の像 に創 造 され， み な神 の属性 と潜 在能 力 とを付 与 され たの であ る。

この世 ぞ最 もす ば らしい もの は， イェ ス ・キ リス トの福 音 の原則 に従 って生

きるすべ ての人が まこ とに奇 跡的 な力 を与 え られ る とい う考 えで ある。 この力

に よ り，人 は神 の よ うにタ るに必要 なあ り．とあ らゆ る要素 を周囲 か ら吸収 す る

ことが で きるので あ る。神 がこの 目的 に向 って努 力す るわれ われ を祝福 されん

こ とを， イエス ・キ リス トの御名 によ り，へ りくだって祈 り奉 る。 アー メン。

な ←← ←←←←←← ←← ←←←←← ←←←←←←← ←←←←←←け
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